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　先の統一地方選挙からあっという間に半年が経ち、新体
制の議会も広報委員会も、関係性の深まりと共に交わされ
る意見が活発化してきています。
　９月議会では決算審査があり、また、全議員体制で地域公
共交通の検討や、第七次総合計画の協議が行われました。
　今後も、「チーム議会」を掲げる筑紫野市議会議員22名
全員の意見を市政に反映し、それをしっかり周知できるよう
努めてまいります。　　　　　　　　　　　　（赤司祥一）

編集後記広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員

西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

・教育予算の拡充等を求める意見書について
・地方財政の充実･強化に関する意見書について
・第９期介護保険制度改正に関する意見書について
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一般質問一般質問常任委員会 常任委員会 

本会議最終日

本会議

本会議 予算審査
常任委員会 常任委員会 

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。

９月定例会 審議結果（８月３１日～９月２６日）　

条　　例 ・・・・・

補正予算 ・・・・・

・・・・・

発　　議・・・・

５件

５件

３件

決　　算・・・・

専決処分・・・・・

（原案可決）

（原案可決）

（認定）

（承認）

１３件

１件

そ の 他・・・・・ （原案可決）１件

・各種委員会のインターネット中継実施に関する
　陳情の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・筑紫野市内のヤングケアラーを早急に救済して
　頂きたい件

報　　告・・・・・ ３件

陳　　情・・・・・ ２件

・人権擁護委員　鬼木 寛治 氏、池田 正歩 氏 ・財産（物品）の取得について

請　　願・・・・・ １件
・教育予算の拡充等に関する請願

人事案件 ２件（同意）

※変更する場合があります。

令和５年１２月定例会

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・１２月定例会の請願及び陳情の受付は１１月２４日（金曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

筑紫野市・太宰府市合同総合防災訓練



新型コロナウイルス感染症
主な関 連事業

一般会計
歳出　378億8578万円

　財政力指数は、市の財政力を示す指数で、数値が大きいほど財源に余裕
があり、昨年度から０.０１５ポイント減少しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政構造に弾力性があるとされてい
ます。臨時財政対策債の減、物件費、扶助費の経常的な経費に充てる一般
財源の増などにより昨年度から３.４ポイント増加しました。
　筑紫野市は、実質公債費比率などの健全化判断比率を見ると前年度に引
き続き財政状態は健全であると判断できます。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越す財源を引いて11億5940万円の
黒字となっています。
　一般会計歳入全体は、前年度比2.5％（9億8456万円）の減少、
　一般会計歳出全体は、前年度比0.9％（3億4425万円）の減少と
なっています。
　歳入・歳出ともに減少した主な要因は、子育て世帯や住民税非課税世帯等へ
の臨時特別給付金支給事業における事務費が減少したことによるものです。

一般会計

歳入（収入） 歳出（支出）前年比 前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

390億9567万円      減　

経常収支比率

財政力指数

591億7557万円      減　

200億7990万円      増

378億8578万円　   減

※万円未満は切り捨て

576億5851万円　   減

197億7273万円　   増

●財政指標の近隣市との比較は？ 

令和　　 年度　

決 算
４令和　　 年度　

決 算
４

筑紫野市

0.764

86.0

春日市

0.745

86.6

大野城市

0.800

86.3

太宰府市

0.650

92.6

那珂川市

0.698

90.9

令和４年度 ●決算

賛成多数

認定
一般会計

歳入　390億9567万円

令和４年度は新型コロナウイル ス感染症及び物価高騰対策に
係る関連事業として23億8135 万円支出しております。
家計応援・キャッシュレス決済  普及促進事業 1億6822万円

次世代育成お米券支給事業 2億4492万円

住民税非課税世帯等への緊急支援給  付金支給事業 5億3174万円

出産・子育て伴走型応援事業 9981万円

中小企業等物価高騰対策事業 5599万円

・家計応援と地場経済活性化のため、 市内対象店舗におけるキャッシュレス
決済にプレミアムポイントを付与

・市独自の支援策として0歳から22歳ま での市民にお米券を支給

・家計への影響が大きい住民税非課税世 帯等に対し、1世帯当たり5万円を給付

・安心して出産・子育てができるよう、 相談支援を充実し、妊娠届出後に5万
円、出生届出後に新生児1人あたり5 万円を現金給付

・電力・ガスの価格高騰の影響を受ける 中小企業等に対し、支援金を支給
使用料及び手数料
5億3754万1千円

1.4%

繰入金・繰越金
21億5107万円

5.5%

市税
141億503万3千円

36.1% 民生費
176億8597万7千円

46.7%

総務費
59億889万8千円

15.6%

教育費
35億122万1千円

9.3%

衛生費
34億5985万5千円

9.1%

公債費
24億6009万円

6.5%

土木費
18億6922万4千円

4.9%
その他

30億51万9千円
7.9%

歳出合計
378億8578万4千円

自主財源
185億
1721万6千円　　  
47.4%

依存財源
205億
7845万
5千円
52.6%

諸収入など
17億2357万2千円

4.4%

地方交付税
45億7475万6千円 

11.7%

市債
5億5248万9千円

1.4%

国県支出金
122億3201万7千円

31.3%

地方譲与税、
各種交付金など
32億1919万3千円

8.2%

    

●市の貯金と借金は  どうなっている？ 

地方債（借金）は昨年度に比べ、約24億   円減少しました。
基　金（貯金）は昨年度に比べ、約30億   円増加しました。
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地方債（一般会計＋特別会計    ＋水道事業＋下水道事業）

基金（一般会計＋特別会計）

347億円

180億円
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防犯灯補助事業　2475万円

≪委員長報告≫（抜粋）
　令和４年度決算は、昨年の予算審査特別委員会の議論を踏まえながら取り組んでおり、新型コロナウイルス感染
症対策では７回もの補正予算を編成し事業を実施しました。事業執行にあたり国等の財源を活用し、一方で市税や
地方交付税などの一般財源が増加した結果、約１１億円の黒字とともに基金の増加等にも寄与する結果になったも
のと考えている、と執行部から説明がありました。
　委員間討議では、３日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出され、活発な議論が行われました。
　そのうち、１点目は、財源の確保について、各課の連携や夜間訪問、電話催促等の地道な努力により市税の収納
率の向上が見られることは評価できるが、併せてセーフティーネットの機能の維持が必要であること等。
　２点目は、働きやすい職場環境づくりについて、残業時間の適正化のため、正規・非正規職員の適正な人事配置
の検討が必要であること等。
　３点目は、人口増に備えた教育環境の整備について、全国的に問題視されている教室不足や教員不足に対し、さ
らなる改善に向けた努力が必要であること等。
　４点目は、有害鳥獣の被害を減少させるため地域住民の声を聞きとりながら対応を検討すること等。　　　　　
　以上を重要課題として共通認識とすることを確認しました。
　採決の結果、賛成多数にて認定すべきものと決しました。

378億円どう使ったの？
　９月14日、15日、19日における各課集中
審査では、7部門28課から93項目の詳細な説
明を受け、予算の執行状況と行政効果を確認
しました。審査は次年度予算に向けた工夫・
改善の必要性に留意しながら行いました。

防犯灯のLED化は環境問題に貢献するものである
が、市の認識は。
市としてもLED化で低炭素化が図れるものという
認識があり、令和5年度から本補助制度についても
拡充している状況である。
地域によって防犯灯設置補助額にばらつきがある
理由は。
地域が発注した工事費等の違い
によって差が生じているためで
ある。

議員

市

議員

市

竜岩自然の家管理事業　2818万円
社会教育に位置付けられた施設であると認識して
いるが、歳出と歳入に差が生じている。今後の管
理事業としての考えは。
現状は把握しているが、社会教育施設の目的に沿
った活動を大切に、さらに活用を広げていくこと
が重要であると考えている。
市内の方に活用してもらえるような取り組みは。
自然環境豊かな場所で体験
活動が行えることを十分に
アピールしていくことが重
要であると考えている。

議員

市

議員
市

空家等対策事業　53万円
空家になる前に、どのような対策を講じているの
か。
空家になることを防ぐため、終活セミナーの実施
やパンフレットの配布、エンディングノートの活
用の推進により、相続の整理等を働きかけてお
り、今後も啓発に向けた取り組みを研究していき
たいと考えている。

議員

市

各施設の電気料　1億8623万円
各コミュニティセンターや小中学校の電気料が増
加している理由は。
コロナによるコミュニティセンターの閉館や小中
学校の休校が続いていた令和3年度と比較し、令和
4年度はコロナ禍の緩和により開館時間が増えたこ
とや、学級閉鎖等が減少したことにより、電気料
が増加していると考えている。

議員

市

保育人材確保対策事業　2076万円
保育補助者の保育士資格の取得状況を把握してい
るのか。
令和元年度から4年間本事業を実施しており、保育
補助者としての雇い上げを経て資格を取得し、保
育士として任用されている方が10名いることを確
認している。また、現在資格取得中である方も複
数名いるため、今後複数名の任用が見込まれるも
のと期待している。

議員

市

外国語教育推進事業　2213万円
効果は上がっているのか。
学校でのアンケートでは、リスニング力の向上や、
英語を理解し、使う喜びを
実感できたといった結果が
見られているため効果があ
ったと認識している。

外国語教育におけるICTの活用は。
教科書のQRコードをタブレットで読み込み、正し
い発音を聞きながら発音練習を行う等、ICTを取り
入れているため、今後も活用を進めていきたい。

議員
市

議員
市

空き店舗対策補助事業　142万円
これまで家賃補助を行った事業所で営業を続けて
いる事業所はどのくらいあるのか。
本事業が始まって以来申請が37件あっており、そ
のうち20件の事業所が営業を続けている。
市が指定している地域内において残りの空き店舗
はどのくらいあるのか。
直近の調査で13店舗と確認している。

議員

市

議員

市

森林環境譲与税活用事業　2319万円
令和4年度の事業を振り返った上で今後どのように
譲与税を活かすのか。
今年度新たに木育教室や森林管理業務として作業
沿線上の支障になる木の伐採等を行っている。令
和6年度からは森林環境税が市民税から直接徴収さ
れるため、市民の目に触れるような形の事業を行
っていきたいと考えている。

議員

市

民生委員・生活福祉協力員の状況
民生委員の成り手不足の中で定数が134人から
147人に変更された理由は。
３年に一度の改選の前に、各行政区長から増員希
望の有無を確認しており、その内容を踏まえ、県
を経由し国に要望した結果、現在の定数となって
いる。
民生委員の成り手不足への対策についての考えは。
民生委員児童委員連合会への支援や、市長から民
生委員に対して委嘱される生活福祉協力員に、報
酬や費用弁償を支給することにより、活動しやす
くなるよう支援するとともに、定期的に定数の見
直しを図っていきたいと考えている。

議員

市

議員
市

ふるさと応援寄附金の状況
ふるさと納税の拡充に向けてどのようなことに取
り組んでいるのか。
謝礼品をポータルサイト上で紹介する際に、その
謝礼品が誕生した背景を解説するページを設け、
ストーリー性を持たせるなど、より多くの方に共
感が得られるような取り組みを研究している。
謝礼品をきっかけに本市をアピールする取り組み
は。
一部の事業者が謝礼品を送る際に、併せて、他の
謝礼品のカタログ等を送付しており、他の事業者
にも広がるように工夫していきたい。

議員

市

議員

市
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予算審査常任委員会総務市民常任委員会
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般
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正
予
算（
第
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号
）

全員一致

可決

事業名 事業概要 予算額

9億7067万円

2401万円

1069万円

1106万円

11億1324万円

基金積立事業

総合保健福祉センター
　　　　　　修繕事業

小中学校スクール・
サポート・スタッフ等
配置事業

図書館施設維持管理事業

農地災害復旧事業
農業用施設災害復旧事業
林業施設災害復旧事業
公共土木施設災害復旧事業

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

国
県
の
動
向
を
見

極
め
、
教
職
員
の
方
が
、

児
童
生
徒
と
向
き
合
え
る

時
間
を
十
分
に
確
保
で
き

る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

支
援
員
に
つ
い
て

年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
、

ま
た
、
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

年
齢
制
限
等
は
な

く
、
登
録
フ
ォ
ー
ム
を
作

成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
た
り
、
広
報
を
活
用

し
周
知
し
て
い
る
。

○
図
書
館
施
設
維
持

　
管
理
事
業

市
民
が
利
用
す
る

書
架
で
空
調
設
備
の
故
障

が
起
き
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

書
架
の
空
調
機
は

部
分
的
な
修
繕
は
行
っ
て

き
て
い
る
が
、
日
数
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
今

後
、
定
期
的
な
保
守
点
検

の
中
で
改
修
が
必
要
と
な

れ
ば
、
計
画
的
に
予
算
化

を
検
討
し
、
大
事
に
至
る

前
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

○
農
地
災
害
復
旧
事
業

　
農
業
用
施
設
災
害

　
復
旧
事
業

復
旧
経
費
の
自
己

負
担
は
あ
る
の
か
。

災
害
復
旧
に
お
け

る
分
担
金
徴
収
条
例
に
基

づ
き
、
農
地
災
害
は
、
復

旧
事
業
費
の
30
パ
ー
セ
ン

ト
以
内
、
農
業
用
施
設
災

害
は
、
復
旧
事
業
費
の
10

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
が
自
己

負
担
と
な
る
。

議
員

議
員

議
員 市市市

議
員市

市 市議
員

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

認定

医
療
費
適
正
化
に
向
け
て

　　
歳
入
総
額
は
98
億
６
３

３
５
万
８
千
円
、
歳
出
総

額
は
97
億
７
６
７
０
万
１

千
円
、
差
引
残
高
は
８
６

６
５
万
７
千
円
で
す
。

医
療
費
削
減
に
向

け
て
、
現
在
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

業
務
委
託
し
た
専

門
業
者
が
過
剰
診
療
や
不

適
切
な
薬
剤
等
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
診
療
報
酬
明
細
書

の
点
検
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
効
果
が
高
い
と
見
込
ま

れ
る
人
へ
文
書
に
よ
る
通

知
啓
発
。
市
が
立
て
替
え

て
支
払
っ
た
医
療
費
を
加

害
者
に
請
求
。
第
三
者
行

為
求
償
等
に
よ
り
、
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
今
後
は
、
現
在
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
だ
け
で

な
く
、
特
定
検
診
の
受
診

率
ア
ッ
プ
お
よ
び
健
康
づ

く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
拡

大
推
進
等
の
予
防
措
置
に

も
力
を
入
れ
、
健
康
推
進

課
と
連
携
し
て
い
く
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

消
防
ポ
ン
プ
車
の
老
朽
化
に
伴
い

　
御
笠
分
団
４
号
車
　
車
両
を
更
新

　　
筑
紫
野
市
内
の
各
消
防

団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
消

防
ポ
ン
プ
車
全
９
台
の
う

ち
、
御
笠
分
団
４
号
車
の

老
朽
化
に
伴
い
、
車
両
の

更
新
（
車
両
取
得
価
格
２

４
７
７
万
４
千
円
）
を
行

う
も
の
。

耐
用
年
数
は
何
年

か
。
ま
た
、
今
後
も
ど
こ

か
の
分
団
で
更
新
が
発
生

す
る
の
か
。

耐
用
年
数
は
約
20

年
で
あ
る
。
今
回
の
更
新

で
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新

は
一
巡
し
た
が
、
今
後
も

20
年
を
経
過

し
た
車
両
に

つ
い
て
は
、

状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、

順
次
、
更
新

を
行
っ
て
い

く
。

財
産（
物
品
）の
取
得
に
つ
い
て｠

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

 

災
害
対
策
は
？

所
管
事
務
調
査（
３
件
）

概
要

１
．
備
蓄
品
管
理

　
災
害
対
策
用
備
蓄
品
の

賞
味
期
限
や
本
庁
・
学

校
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
適
正
配
備
さ
れ

て
い
る
か
、
確
認
し
た
。

備
蓄
品
の
管
理
は
、

危
機
管
理
課
分
だ
け
で
は

な
く
、
市
全
体
と
し
て
の

管
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
、
危
機
管
理

課
に
お
い
て
、
統
合
し
た

管
理
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

２
．
災
害
発
生
時
の
流
れ

　
災
害
警
戒
本
部
・
対
策

本
部
の
立
ち
上
が
り
か
ら
、

災
害
対
応
ま
で
の
流
れ
に

つ
い
て
、
確
認
し
た
。

毎
年
被
害
が
で
て

い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
。

災
害
が
繰
り
返
し

起
こ
り
そ
う
な
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
巡
回
確
認

を
実
施
し
、
平
素
か
ら
留

意
し
て
い
る
。

３
．
防
災
士
の
活
用

　
県
の
助
成
を
受
け
、
防

災
士
資
格
を
取
得
し
た
90

名
の
市
民
の
活
用
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
確
認
し
た
。

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

市
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

か
。

地
域
活
動
に
お
け

る
様
々
な
支
援
に
つ
い
て

は
、
関
連
部
署
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
最
大
限

努
め
て
い
く
。

概
要

概
要

概
要

※写真は購入する車両のイメージです。

二日市コミュニティセンター
備蓄品

市 議
員

議
員市

議
員市

議
員

議
員 市市

法律に基づく額を財政調
整基金へ

カミーリヤ空調設備１基
の更新

小中学校教職員の働き方
改革のため、支援員の配
置を令和５年度末まで延
長

故障している事務室等の
空調設備の更新

７月大雨災害復旧に係る
経費

令和４年度に寄付された
ふるさと応援寄附金を創
生振興基金へ

歳出合計
97億7670万1千円

歳入合計
98億6335万8千円

④保険給付費
68億6897万3千円

70.2％
歳入歳出差引額
8665万7千円

⑤国民健康保険事業納付金
26億8906万6千円

27.5％

その他
2631万5千円
0.3％

保健事業費
5888万2千円
0.6％

その他
4500万3千円
0.5％

①国民健康保険税
19億6582万円

19.9％

総務費
1億3346万5千円

1.4％

②県支出金
70億3696万8千円

71.3％

③繰入金
8億1556万8千円

8.3％

7 6議会だより筑紫野 令和５年1 1月１日 202号　議会だより筑紫野



予算審査常任委員会総務市民常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

可決

基
金
積
立
や
７
月
大
雨
災
害
復
旧
等
に
係
る
補
正

　
　

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

22
億
４
３
５
７
万
８
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
７

４
億
８
８
６
６
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

普
通
交
付
税
９
億
４
５
６

７
万
３
千
円
、
災
害
復
旧

費
県
補
助
金
４
億
７
９
９

６
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

概
要

○
基
金
積
立
事
業

財
政
調
整
基
金
は
、

既
に
適
正
な
額
が
積
み
立

て
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
回
の
積
立
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

今
回
は
法
律
に
基

づ
く
額
を
積
立
て
て
い
る

状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後

も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
や
物
価

高
騰
対
策
、
突
発
的
な
自

然
災
害
や
公
共
施
設
の
老

朽
化
等
へ
の
対
応
に
よ
り
、

財
源
が
不
足
す
る
際
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
備
え

て
い
る
。

○
総
合
保
健
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
修
繕
事
業

施
設
全
体
が
老
朽

化
し
て
い
る
と
思
う
が
、

点
検
の
状
況
は
。

毎
年
度
、
施
設
全

体
の
設
備
に
つ
い
て
劣
化

度
調
査
等
を
行
っ
て
お
り
、

劣
化
度
が
高
い
も
の
か
ら

計
画
的
に
更
新
し
て
い
く

体
制
と
な
っ
て
い
る
。

○
小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
・

　
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

　
等
配
置
事
業

支
援
員
の
配
置
を

令
和
５
年
度
末
ま
で
延
長

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
次

年
度
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

全員一致

可決

事業名 事業概要 予算額

9億7067万円

2401万円

1069万円

1106万円

11億1324万円

基金積立事業

総合保健福祉センター
　　　　　　修繕事業

小中学校スクール・
サポート・スタッフ等
配置事業

図書館施設維持管理事業

農地災害復旧事業
農業用施設災害復旧事業
林業施設災害復旧事業
公共土木施設災害復旧事業

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

国
県
の
動
向
を
見

極
め
、
教
職
員
の
方
が
、

児
童
生
徒
と
向
き
合
え
る

時
間
を
十
分
に
確
保
で
き

る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

支
援
員
に
つ
い
て

年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
、

ま
た
、
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

年
齢
制
限
等
は
な

く
、
登
録
フ
ォ
ー
ム
を
作

成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
た
り
、
広
報
を
活
用

し
周
知
し
て
い
る
。

○
図
書
館
施
設
維
持

　
管
理
事
業

市
民
が
利
用
す
る

書
架
で
空
調
設
備
の
故
障

が
起
き
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

書
架
の
空
調
機
は

部
分
的
な
修
繕
は
行
っ
て

き
て
い
る
が
、
日
数
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
今

後
、
定
期
的
な
保
守
点
検

の
中
で
改
修
が
必
要
と
な

れ
ば
、
計
画
的
に
予
算
化

を
検
討
し
、
大
事
に
至
る

前
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

○
農
地
災
害
復
旧
事
業

　
農
業
用
施
設
災
害

　
復
旧
事
業

復
旧
経
費
の
自
己

負
担
は
あ
る
の
か
。

災
害
復
旧
に
お
け

る
分
担
金
徴
収
条
例
に
基

づ
き
、
農
地
災
害
は
、
復

旧
事
業
費
の
30
パ
ー
セ
ン

ト
以
内
、
農
業
用
施
設
災

害
は
、
復
旧
事
業
費
の
10

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
が
自
己

負
担
と
な
る
。

議
員

議
員

議
員 市市市

議
員市

市 市議
員

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

認定

医
療
費
適
正
化
に
向
け
て

　　
歳
入
総
額
は
98
億
６
３

３
５
万
８
千
円
、
歳
出
総

額
は
97
億
７
６
７
０
万
１

千
円
、
差
引
残
高
は
８
６

６
５
万
７
千
円
で
す
。

医
療
費
削
減
に
向

け
て
、
現
在
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

業
務
委
託
し
た
専

門
業
者
が
過
剰
診
療
や
不

適
切
な
薬
剤
等
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
診
療
報
酬
明
細
書

の
点
検
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
効
果
が
高
い
と
見
込
ま

れ
る
人
へ
文
書
に
よ
る
通

知
啓
発
。
市
が
立
て
替
え

て
支
払
っ
た
医
療
費
を
加

害
者
に
請
求
。
第
三
者
行

為
求
償
等
に
よ
り
、
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
今
後
は
、
現
在
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
だ
け
で

な
く
、
特
定
検
診
の
受
診

率
ア
ッ
プ
お
よ
び
健
康
づ

く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
拡

大
推
進
等
の
予
防
措
置
に

も
力
を
入
れ
、
健
康
推
進

課
と
連
携
し
て
い
く
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

消
防
ポ
ン
プ
車
の
老
朽
化
に
伴
い

　
御
笠
分
団
４
号
車
　
車
両
を
更
新

　　
筑
紫
野
市
内
の
各
消
防

団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
消

防
ポ
ン
プ
車
全
９
台
の
う

ち
、
御
笠
分
団
４
号
車
の

老
朽
化
に
伴
い
、
車
両
の

更
新
（
車
両
取
得
価
格
２

４
７
７
万
４
千
円
）
を
行

う
も
の
。

耐
用
年
数
は
何
年

か
。
ま
た
、
今
後
も
ど
こ

か
の
分
団
で
更
新
が
発
生

す
る
の
か
。

耐
用
年
数
は
約
20

年
で
あ
る
。
今
回
の
更
新

で
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新

は
一
巡
し
た
が
、
今
後
も

20
年
を
経
過

し
た
車
両
に

つ
い
て
は
、

状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、

順
次
、
更
新

を
行
っ
て
い

く
。

財
産（
物
品
）の
取
得
に
つ
い
て｠
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

 

災
害
対
策
は
？

所
管
事
務
調
査（
３
件
）

概
要

１
．
備
蓄
品
管
理

　
災
害
対
策
用
備
蓄
品
の

賞
味
期
限
や
本
庁
・
学

校
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
適
正
配
備
さ
れ

て
い
る
か
、
確
認
し
た
。

備
蓄
品
の
管
理
は
、

危
機
管
理
課
分
だ
け
で
は

な
く
、
市
全
体
と
し
て
の

管
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
、
危
機
管
理

課
に
お
い
て
、
統
合
し
た

管
理
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

２
．
災
害
発
生
時
の
流
れ

　
災
害
警
戒
本
部
・
対
策

本
部
の
立
ち
上
が
り
か
ら
、

災
害
対
応
ま
で
の
流
れ
に

つ
い
て
、
確
認
し
た
。

毎
年
被
害
が
で
て

い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
。

災
害
が
繰
り
返
し

起
こ
り
そ
う
な
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
巡
回
確
認

を
実
施
し
、
平
素
か
ら
留

意
し
て
い
る
。

３
．
防
災
士
の
活
用

　
県
の
助
成
を
受
け
、
防

災
士
資
格
を
取
得
し
た
90

名
の
市
民
の
活
用
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
確
認
し
た
。

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

市
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

か
。

地
域
活
動
に
お
け

る
様
々
な
支
援
に
つ
い
て

は
、
関
連
部
署
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
最
大
限

努
め
て
い
く
。

概
要

概
要

概
要

※写真は購入する車両のイメージです。

二日市コミュニティセンター
備蓄品

市 議
員

議
員市

議
員市

議
員

議
員 市市

法律に基づく額を財政調
整基金へ

カミーリヤ空調設備１基
の更新

小中学校教職員の働き方
改革のため、支援員の配
置を令和５年度末まで延
長

故障している事務室等の
空調設備の更新

７月大雨災害復旧に係る
経費

令和４年度に寄付された
ふるさと応援寄附金を創
生振興基金へ

歳出合計
97億7670万1千円

歳入合計
98億6335万8千円

④保険給付費
68億6897万3千円

70.2％
歳入歳出差引額
8665万7千円

⑤国民健康保険事業納付金
26億8906万6千円

27.5％

その他
2631万5千円
0.3％

保健事業費
5888万2千円
0.6％

その他
4500万3千円
0.5％

①国民健康保険税
19億6582万円

19.9％

総務費
1億3346万5千円

1.4％

②県支出金
70億3696万8千円

71.3％

③繰入金
8億1556万8千円

8.3％

7 6議会だより筑紫野 令和５年1 1月１日 202号　議会だより筑紫野



文教福祉常任委員会建設環境常任委員会

調
査
の
目
的

市
の
説
明

全員一致

可決

下水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

22億3558万3千円
19億3375万円
  3億183万2千円

下水の使用料単価と汚水処理原価
使用料単価
汚水処理原価

損益

171.84円/㎥
162.98円/㎥
8.86円/㎥

水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

19億2752万円
17億5035万8千円
  1億7716万3千円

水道の供給単価と給水原価
供給単価
給水原価
損益

212.76円/㎥
206.82円/㎥
5.94円/㎥

上
下
水
道
料
金
の
改
定
の
考
え
は
？

　　
水
道
事
業
の
損
益
収
支

は
、
１
億
７
７
１
６
万
２

８
４
６
円
の
純
利
益
と
な

り
、
過
年
度
に
引
き
続
き

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
損
益
収

支
は
、
３
億
１
８
３
万
２

１
３
５
円
の
純
利
益
と
な

り
、
過
年
度
に
引
き
続
き

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定

の
考
え
は
。

料
金
回
収
率
が
、

約
１
０
３
％
と
１
０
０
％

に
近
い
数
字
ま
で
落
ち
て

い
る
。
こ
の
数
字
が
90
％

や
80
％
台
ま
で
落
ち
込
め

ば
、
料
金
の
改
定
が
必
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
で

き
る
限
り
今
の
料
金
で
継

続
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
料
金
の
改

定
の
考
え
は
。

水
道
と
比
べ
る
と

経
費
回
収
率
が
、
約
１
０

５
％
と
若
干
高
く
な
っ
て

い
る
。
計
画
的
に
料
金
徴

収
等
を
行
い
な
が
ら
、
料

金
が
今
の
水
準
を
保
て
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

令
和
４
年
度
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

市 議
員市 議

員

７
月
10
日
豪
雨
災
害
に
お
け
る

　  

市
内
の
被
害
状
況
（
復
旧
箇
所
）

　
市
内
の
道
路
や
河
川
な

ど
の
災
害
状
況
及
び
復
旧

箇
所
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
復
旧
率
は
約

65
％
で
、
可
能
な
限
り
迅

速
な
復
旧
に
努
め
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　　
被
害
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◯
河
川
災
害
　
54
箇
所

◯
道
路
災
害
　
57
箇
所

◯
土
砂
災
害
　
82
箇
所

所
管
事
務
報
告

概
要

杉　塚

針摺南 阿志岐 永　岡

委
員
会
で
の
質
疑

保
険
給
付
費
　
前
年
度
に
つ
づ
き
増
加

妊
娠
判
定
受
診
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
助
成
は
じ
ま
る
!!

　
低
所
得
の
妊
婦
に
対
し

て
、
妊
娠
判
定
検
査
費
用

を
助
成
し
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
期
の
切
れ
目

な
い
支
援
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。

　
対
象
者
は
、
次
の
条
件

を
満
た
す
人
で
す
。

①
検
査
日
に
、
筑
紫
野
市

に
住
民
票
が
あ
る
。

②
医
療
機
関
で
妊
娠
判
定

の
検
査
を
受
け
、
医
療
機

関
と
市
が
、
受
検
者
の
支

援
に
必
要
な
情
報
共
有
を

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

③
生
活
保
護
受
給
者
ま
た

は
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
所

得
水
準
で
あ
る
。

　
受
診
者
は
年
間
約
30
名

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
助

成
額
は
１
回
の
妊
娠
判
定

に
１
万
円
を
上
限
と
し
て

い
ま
す
。 

 

周
知
は
、
産
科
医
療
機

関
へ
の
周
知
、
広
報
ち
く

し
の
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
周

知
、
出
産
・
子
育
て
伴
走

型
応
援
事
業
や
母
子
健
康

手
帳
交
付
時
等
に
個
別
に

案
内
な
ど
で
す
。 

　
事
業
開
始
は
本
年
10
月

１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

相
談
し
に
く
い
場

面
や
思
い
悩
ん
で
い
る
場

合
は
、
な
か
な
か
対
面
で

相
談
を
す
る
の
は
難
し
い

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
相
談
窓
口
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
取
り

組
み
も
検
討
で
き
な
い
か
。

ご
意
見
を
参
考
に

し
て
い
く
。
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ

な
ど
の
国
・
県
の
取
り
組

み
の
周
知
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

所
管
事
務
報
告

令
和
４
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

概
要

議
員市

委
員
会
で
の
質
疑

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用

　
　
　
　
　
　
助
成
へ
の
方
針
は
？

　
現
状
の
確
認
と
今
後
の

市
の
方
針
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　
県
内
で
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
費
用
の
助
成
制
度
を

設
け
て
い
る
市
町
村
は
、

太
宰
府
市
、
大
野
城
市
、

朝
倉
市
の
３
市
で
す
。
太

宰
府
市
は
、
50
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
上
限
１
万

円
を
１
人
１
回
の
み
、
大

野
城
市
で
は
、
50
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
生
ワ
ク

チ
ン
は
上
限
４
千
円
を
１

人
１
回
の
み
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
上
限
１
万
円
を

１
人
２
回
ま
で
助
成
し
て

い
ま
す
。
国
の
審
議
会
で
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
や
安
全
性
な
ど
の
デ

ー
タ
収
集
を
行
い
、
予
防

接
種
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

接
種
を
勧
奨
す
る
定
期
接

種
の
対
象
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

隣
接
市
で
９
７
６

名
が
申
請
さ
れ
、
本
市
で

も
実
施
の
要
望
が
あ
る
が

見
解
は
。定

期
接
種
と
は
異

な
り
、
有
効
性
や
安
全
性

を
踏
ま
え
、
個
人
の
判
断

に
よ
り
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
く
任
意
接
種
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
助
成
に
つ

い
て
は
、
慎
重
な
判
断
が

必
要
と
捉
え
て
お
り
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
　

　
今
後
、
国
の
定
期
接
種

化
の
動
向
を
注
視
、
先
進

事
例
や
県
内
自
治
体
の
状

況
も
参
考
に
し
な
が
ら
必

要
な
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

所
管
事
務
調
査

議
員市

全員一致

認定

委
員
会
で
の
質
疑

　　
歳
入
総
額
は
72
億
４
４

１
９
万
４
千
円
、
歳
出
総

額
は
70
億
９
８
９
５
万
４

千
円
で
す
。
歳
出
の
主
な

内
訳
は
、
介
護
保
険
給
付

費
が
89
・
５
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
給
付

費
支
払
準
備
基
金
の
令
和

４
年
度
末
の
残
高
は
、
６

億
９
８
２
万
６
千
円
で
す
。

国
、
県
と
比
較
し

介
護
認
定
率
が
低
い
の
は
、

介
護
予
防
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

由
か
。

介
護
予
防
事
業
に

力
を
入
れ
、
運
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
が
介
護
認
定

率
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
、
と
考
え
て

い
る
。

介
護
認
定
率
15
・

８
％
と
低
い
が
、
介
護
認

定
に
差
が
生
じ
て
い
な
い

か
。

介
護
の
認
定
は
、

調
査
員
等
が
調
査
し
審
査

し
て
い
る
。
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
、
研
修
を
行

い
、
ば
ら
つ
き
が
な
い
よ

う
に
し
て
お
り
、
今
後
も

差
が
な
い
よ
う
努
め
た

い
。

概
要

議
員

議
員 市市

全員一致

可決及び

認定

公
共
施
設
、
計
画
的
に
緑
化
へ
！

　　
平
成
２
年
に
生
垣
推
進

等
に
関
す
る
条
例
を
定
め
、

緑
化
推
進
の
一
環
と
し
て

生
垣
造
り
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
　

　
今
回
、
開
発
行
為
に
お

け
る
協
議
等
を
明
示
す
る

な
ど
内
容
を
整
理
し
、
緑

化
の
推
進
及
び
緑
地
の
保

全
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、

良
好
な
都
市
環
境
を
形
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

条
例
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
市
の
責
務
は
、
市
民
及

び
事
業
者
が
行
う
緑
化
の

推
進
を
図
る
た
め
の
自
主

的
活
動
の
育
成
及
び
緑
化

の
推
進
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
」
と
位
置
づ
け
ま
し

た
。
ま
た
、
開
発
行
為
等

を
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
開
発
区
域
内
の
緑
化

の
推
進
及
び
緑
地
の
保
全

に
つ
い
て
、
市
と
協
議
す

る
こ
と
を
明
示
し
ま
し
た
。

生
垣
の
補
助
金
は

な
く
な
る
の
か
。

今
後
は
住
宅
改
修

工
事
補
助
金
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
公
共
施
設
は
、

計
画
的
に
緑
化
を
推
進
し

て
い
く
の
か
。

今
回
の
条
例
制
定

を
機
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
役
所
の
敷
地
は

緑
化
し
て
い
く
計
画
か
。

今
後
、
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

生
垣
推
進
等
に
関
す
る
条
例（
全
部
改
正
）

市 議
員市 議

員 市 議
員

歳　入
72億4419万4千円

歳　出
70億9895万4千円

保険給付費
63億5334万3千円

90％

地域支援事業費
4億5021万2千円

6％

総務費
1億5442万2千円

2％

介護保険料
（65歳以上）

17億7299万2千円
24％

その他
1億8115万6千円

3％

支払基金交付金
（介護保険料40歳～64歳）

18億707万7千円
25％

国庫支出金
14億2192万円

20％

県支出金
9億7211万5千円

13％

繰入金
（一般会計）

10億8893万4千円
15％

その他
1億4097万7千円

2％

9 8議会だより筑紫野 令和５年1 1月１日 202号　議会だより筑紫野



文教福祉常任委員会建設環境常任委員会

調
査
の
目
的

市
の
説
明

全員一致

可決

下水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

22億3558万3千円
19億3375万円
  3億183万2千円

下水の使用料単価と汚水処理原価
使用料単価
汚水処理原価

損益

171.84円/㎥
162.98円/㎥
8.86円/㎥

水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

19億2752万円
17億5035万8千円
  1億7716万3千円

水道の供給単価と給水原価
供給単価
給水原価
損益

212.76円/㎥
206.82円/㎥
5.94円/㎥

上
下
水
道
料
金
の
改
定
の
考
え
は
？

　　
水
道
事
業
の
損
益
収
支

は
、
１
億
７
７
１
６
万
２

８
４
６
円
の
純
利
益
と
な

り
、
過
年
度
に
引
き
続
き

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
損
益
収

支
は
、
３
億
１
８
３
万
２

１
３
５
円
の
純
利
益
と
な

り
、
過
年
度
に
引
き
続
き

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定

の
考
え
は
。

料
金
回
収
率
が
、

約
１
０
３
％
と
１
０
０
％

に
近
い
数
字
ま
で
落
ち
て

い
る
。
こ
の
数
字
が
90
％

や
80
％
台
ま
で
落
ち
込
め

ば
、
料
金
の
改
定
が
必
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
で

き
る
限
り
今
の
料
金
で
継

続
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
料
金
の
改

定
の
考
え
は
。

水
道
と
比
べ
る
と

経
費
回
収
率
が
、
約
１
０

５
％
と
若
干
高
く
な
っ
て

い
る
。
計
画
的
に
料
金
徴

収
等
を
行
い
な
が
ら
、
料

金
が
今
の
水
準
を
保
て
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

令
和
４
年
度
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

市 議
員市 議

員

７
月
10
日
豪
雨
災
害
に
お
け
る

　  

市
内
の
被
害
状
況
（
復
旧
箇
所
）

　
市
内
の
道
路
や
河
川
な

ど
の
災
害
状
況
及
び
復
旧

箇
所
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
復
旧
率
は
約

65
％
で
、
可
能
な
限
り
迅

速
な
復
旧
に
努
め
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　　
被
害
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◯
河
川
災
害
　
54
箇
所

◯
道
路
災
害
　
57
箇
所

◯
土
砂
災
害
　
82
箇
所

所
管
事
務
報
告

概
要

杉　塚

針摺南 阿志岐 永　岡

委
員
会
で
の
質
疑

保
険
給
付
費
　
前
年
度
に
つ
づ
き
増
加

妊
娠
判
定
受
診
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
助
成
は
じ
ま
る
!!

　
低
所
得
の
妊
婦
に
対
し

て
、
妊
娠
判
定
検
査
費
用

を
助
成
し
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
期
の
切
れ
目

な
い
支
援
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。

　
対
象
者
は
、
次
の
条
件

を
満
た
す
人
で
す
。

①
検
査
日
に
、
筑
紫
野
市

に
住
民
票
が
あ
る
。

②
医
療
機
関
で
妊
娠
判
定

の
検
査
を
受
け
、
医
療
機

関
と
市
が
、
受
検
者
の
支

援
に
必
要
な
情
報
共
有
を

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

③
生
活
保
護
受
給
者
ま
た

は
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
所

得
水
準
で
あ
る
。

　
受
診
者
は
年
間
約
30
名

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
助

成
額
は
１
回
の
妊
娠
判
定

に
１
万
円
を
上
限
と
し
て

い
ま
す
。 

 

周
知
は
、
産
科
医
療
機

関
へ
の
周
知
、
広
報
ち
く

し
の
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
周

知
、
出
産
・
子
育
て
伴
走

型
応
援
事
業
や
母
子
健
康

手
帳
交
付
時
等
に
個
別
に

案
内
な
ど
で
す
。 

　
事
業
開
始
は
本
年
10
月

１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

相
談
し
に
く
い
場

面
や
思
い
悩
ん
で
い
る
場

合
は
、
な
か
な
か
対
面
で

相
談
を
す
る
の
は
難
し
い

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
相
談
窓
口
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
取
り

組
み
も
検
討
で
き
な
い
か
。

ご
意
見
を
参
考
に

し
て
い
く
。
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ

な
ど
の
国
・
県
の
取
り
組

み
の
周
知
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

所
管
事
務
報
告

令
和
４
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

概
要

議
員市

委
員
会
で
の
質
疑

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用

　
　
　
　
　
　
助
成
へ
の
方
針
は
？

　
現
状
の
確
認
と
今
後
の

市
の
方
針
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　
県
内
で
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
費
用
の
助
成
制
度
を

設
け
て
い
る
市
町
村
は
、

太
宰
府
市
、
大
野
城
市
、

朝
倉
市
の
３
市
で
す
。
太

宰
府
市
は
、
50
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
上
限
１
万

円
を
１
人
１
回
の
み
、
大

野
城
市
で
は
、
50
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
生
ワ
ク

チ
ン
は
上
限
４
千
円
を
１

人
１
回
の
み
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
上
限
１
万
円
を

１
人
２
回
ま
で
助
成
し
て

い
ま
す
。
国
の
審
議
会
で
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
や
安
全
性
な
ど
の
デ

ー
タ
収
集
を
行
い
、
予
防

接
種
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

接
種
を
勧
奨
す
る
定
期
接

種
の
対
象
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

隣
接
市
で
９
７
６

名
が
申
請
さ
れ
、
本
市
で

も
実
施
の
要
望
が
あ
る
が

見
解
は
。定

期
接
種
と
は
異

な
り
、
有
効
性
や
安
全
性

を
踏
ま
え
、
個
人
の
判
断

に
よ
り
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
く
任
意
接
種
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
助
成
に
つ

い
て
は
、
慎
重
な
判
断
が

必
要
と
捉
え
て
お
り
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
　

　
今
後
、
国
の
定
期
接
種

化
の
動
向
を
注
視
、
先
進

事
例
や
県
内
自
治
体
の
状

況
も
参
考
に
し
な
が
ら
必

要
な
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

所
管
事
務
調
査

議
員市

全員一致

認定

委
員
会
で
の
質
疑

　　
歳
入
総
額
は
72
億
４
４

１
９
万
４
千
円
、
歳
出
総

額
は
70
億
９
８
９
５
万
４

千
円
で
す
。
歳
出
の
主
な

内
訳
は
、
介
護
保
険
給
付

費
が
89
・
５
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
給
付

費
支
払
準
備
基
金
の
令
和

４
年
度
末
の
残
高
は
、
６

億
９
８
２
万
６
千
円
で
す
。

国
、
県
と
比
較
し

介
護
認
定
率
が
低
い
の
は
、

介
護
予
防
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

由
か
。

介
護
予
防
事
業
に

力
を
入
れ
、
運
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
が
介
護
認
定

率
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
、
と
考
え
て

い
る
。

介
護
認
定
率
15
・

８
％
と
低
い
が
、
介
護
認

定
に
差
が
生
じ
て
い
な
い

か
。

介
護
の
認
定
は
、

調
査
員
等
が
調
査
し
審
査

し
て
い
る
。
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
、
研
修
を
行

い
、
ば
ら
つ
き
が
な
い
よ

う
に
し
て
お
り
、
今
後
も

差
が
な
い
よ
う
努
め
た

い
。

概
要

議
員

議
員 市市

全員一致

可決及び

認定

公
共
施
設
、
計
画
的
に
緑
化
へ
！

　　
平
成
２
年
に
生
垣
推
進

等
に
関
す
る
条
例
を
定
め
、

緑
化
推
進
の
一
環
と
し
て

生
垣
造
り
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
　

　
今
回
、
開
発
行
為
に
お

け
る
協
議
等
を
明
示
す
る

な
ど
内
容
を
整
理
し
、
緑

化
の
推
進
及
び
緑
地
の
保

全
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、

良
好
な
都
市
環
境
を
形
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

条
例
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
市
の
責
務
は
、
市
民
及

び
事
業
者
が
行
う
緑
化
の

推
進
を
図
る
た
め
の
自
主

的
活
動
の
育
成
及
び
緑
化

の
推
進
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
」
と
位
置
づ
け
ま
し

た
。
ま
た
、
開
発
行
為
等

を
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
開
発
区
域
内
の
緑
化

の
推
進
及
び
緑
地
の
保
全

に
つ
い
て
、
市
と
協
議
す

る
こ
と
を
明
示
し
ま
し
た
。

生
垣
の
補
助
金
は

な
く
な
る
の
か
。

今
後
は
住
宅
改
修

工
事
補
助
金
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
公
共
施
設
は
、

計
画
的
に
緑
化
を
推
進
し

て
い
く
の
か
。

今
回
の
条
例
制
定

を
機
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
役
所
の
敷
地
は

緑
化
し
て
い
く
計
画
か
。

今
後
、
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

生
垣
推
進
等
に
関
す
る
条
例（
全
部
改
正
）

市 議
員市 議

員 市 議
員

歳　入
72億4419万4千円

歳　出
70億9895万4千円

保険給付費
63億5334万3千円

90％

地域支援事業費
4億5021万2千円

6％

総務費
1億5442万2千円

2％

介護保険料
（65歳以上）

17億7299万2千円
24％

その他
1億8115万6千円

3％

支払基金交付金
（介護保険料40歳～64歳）

18億707万7千円
25％

国庫支出金
14億2192万円

20％

県支出金
9億7211万5千円

13％

繰入金
（一般会計）

10億8893万4千円
15％

その他
1億4097万7千円

2％
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筑
紫
野
市
政
の

　こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、13人の議員が26題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 辻本　美惠子　議員
　①介護保険事業の取り組みについて
　②災害時等要援護者支援制度の運用について
　③災害時避難について

■ 八尋　一男　議員
　①生ごみ分離による堆肥化と飼料のリサイクルについて

■ 古賀　新悟　議員
　①公務の非正規職員について

■ 坂口　勝彦　議員
　①自転車用ヘルメットについて
　②「国道３号バイパストンネルの
　　道路整備等を求める」要望書について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①ＪＴ工場跡地について

■ 西村　和子　議員
　①観光振興の課題と将来目標について

■ 吉村　陽一　議員
　①インターネット上での誹謗中傷や人権侵害について

■ 段下　季一郎　議員
　①待機児童対策について
　②小規模事業者向けの創業支援について
　③高齢者・障がい者の行方不明対策について

■ 前田　倫宏　議員
　①脱炭素社会について
　②子育て支援について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①水害における被災家屋認定調査の官民連携について
　②小中学校体育館のエアコン設置について

■ 山本　加奈子　議員
　①空き家対策について
　②ＣＯＣＯＬＯプラン
　　～学びの保障に向けた不登校対策～について

■ 春口　茜　議員
　①生活保護制度について
　②子ども食堂の支援及び学童への食事提供について
　③物価高騰による生活が困難になっている方への支援

■ 田中　允　議員
　①２０２３全国学力テストの結果について
　②こども館の設置について
　③財政調整基金について
　④データサイエンスについて

市庁舎から見た天拝山

Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
の

  

要
望
に
対
す
る
市
と
市
長
の
見
解
を
伺
う

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
認
識
し
て
い
る

議
員
　
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
は
、

市
役
所
、
文
化
会
館
、
筑

紫
野
警
察
署
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施

設
に
隣
接
し
て
お
り
、
将

来
の
筑
紫
野
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
要
と
な
る
大
変
重

要
な
場
所
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、

市
が
購
入
し
て
、
総
合
体

育
館
や
文
化
施
設
、
市
民

が
集
う
場
所
、
運
動
公
園
、

福
祉
関
連
施
設
と
し
て
整

備
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

数
多
く
あ
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
Ｊ
Ｔ
か

ら
正
式
に
売
却
の
意
向
が

示
さ
れ
れ
ば
、
購
入
に
向

け
て
の
協
議
・
検
討
は
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
の

取
得
は
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
市
長
の
取
り
組

み
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

健
康
　
跡
地
の
有
効
活
用

を
求
め
る
署
名
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
市
民
の
期
待

は
非
常
に
大
き
い
も
の
と

実
感
し
て
い
る
。
議
員
全

員
協
議
会
で
話
し
た
と
お

り
、
同
用
地
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

に
あ
た
り
大
き
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
本
市
に
と
っ

て
最
適
な
形
で
跡
地
利
用

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
議
会
、
そ
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

筑
紫
野
市
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
検
討
し
、

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
の
課
題
と
将
来
目
標
は

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
取
り
組
み
で

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

議
員
　
紫
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ

ー
ル
な
ど
の
特
産
品
開
発

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ

た
の
か
。
「
○
○
頃
発
売

予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
」
と
写
真

と
と
も
に
、
あ
る
い
は
開

発
秘
話
な
ど
案
内
す
べ
き
。

特
に
若
い
方
々
を
中
心
に

市
民
に
観
光
情
報
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
依
頼
す
る
な

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
は
。
　

　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
部
長
　
観
光
情

報
や
特
産
品
Ｐ
Ｒ
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
た
効
果
的

な
情
報
発
信
を
今
後
も
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
市
民
対
象
の
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
観
光
の
振
興
が
一

番
満
足
度
が
低
い
。
様
々

に
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、

市
民
が
本
市
を
愛
し
、
誇

り
を
も
っ
て
語
り
た
い
と

い
う
声
で
あ
る
。
本
市
の

観
光
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
、
市
民
を
含
め
た
検

討
す
る
場
を
設
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
部
長
　
観
光
協

会
を
は
じ
め
、
各
団
体
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
観
光
振
興
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
つ
つ
、
本
市
の
持

つ
豊
か
な
観
光
資
源
を
活

か
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
取
り
組
み
で
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

市
の
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
を

適
正
な
給
与
水
準
を
検
討
す
る

議
員
　
総
務
省
の
調
査
で

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
７
割
以
上
を
女
性
が
占

め
て
い
る
。
職
種
は
一
般

事
務
職
員
が
多
く
、
約
３

割
。
技
能
労
務
職
員
や
保

育
所
保
育
士
の
割
合
も
高

く
、
特
定
の
職
種
が
突
出

し
て
い
る
。

　
本
市
の
会
計
年
度
任
用

職
員
の
適
正
配
置
や
単
年

度
の
定
数
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
会
計
年

度
任
用
職
員
に
定
数
は
設

け
て
い
な
い
。
所
管
課
か

ら
の
要
望
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
る
現
状
調
査
な
ど
を

踏
ま
え
、
適
正
に
配
置
し

て
い
る
。

議
員
　
職
員
定
数
に
届
く

ぐ
ら
い
の
正
規
職
員
を
雇

用
し
、
人
員
が
不
足
す
る

分
に
会
計
年
度
任
用
制
度

を
活
用
す
る
な
ど
は
、
考

え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
正
規
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

の
人
数
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
新
た
な
行
政
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
し
、
効

率
よ
く
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職

員
と
正
規
職
員
の
賃
金
に

は
か
な
り
の
乖
離
が
あ
る
。

賃
金
は
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
が
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

な
る
改
善
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
給
与
水

準
は
、
正
規
職
員
の
給
与

改
定
や
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

４
月
に
給
与
引
き
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

適
正
な
給
与
水
準
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

佐々木 忠孝
（－）

古賀 新悟
（－）

西村 和子
（市民会議）

市
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長
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筑
紫
野
市
政
の

　こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、13人の議員が26題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 辻本　美惠子　議員
　①介護保険事業の取り組みについて
　②災害時等要援護者支援制度の運用について
　③災害時避難について

■ 八尋　一男　議員
　①生ごみ分離による堆肥化と飼料のリサイクルについて

■ 古賀　新悟　議員
　①公務の非正規職員について

■ 坂口　勝彦　議員
　①自転車用ヘルメットについて
　②「国道３号バイパストンネルの
　　道路整備等を求める」要望書について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①ＪＴ工場跡地について

■ 西村　和子　議員
　①観光振興の課題と将来目標について

■ 吉村　陽一　議員
　①インターネット上での誹謗中傷や人権侵害について

■ 段下　季一郎　議員
　①待機児童対策について
　②小規模事業者向けの創業支援について
　③高齢者・障がい者の行方不明対策について

■ 前田　倫宏　議員
　①脱炭素社会について
　②子育て支援について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①水害における被災家屋認定調査の官民連携について
　②小中学校体育館のエアコン設置について

■ 山本　加奈子　議員
　①空き家対策について
　②ＣＯＣＯＬＯプラン
　　～学びの保障に向けた不登校対策～について

■ 春口　茜　議員
　①生活保護制度について
　②子ども食堂の支援及び学童への食事提供について
　③物価高騰による生活が困難になっている方への支援

■ 田中　允　議員
　①２０２３全国学力テストの結果について
　②こども館の設置について
　③財政調整基金について
　④データサイエンスについて

市庁舎から見た天拝山

Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
の

  
要
望
に
対
す
る
市
と
市
長
の
見
解
を
伺
う

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
認
識
し
て
い
る

議
員
　
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
は
、

市
役
所
、
文
化
会
館
、
筑

紫
野
警
察
署
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施

設
に
隣
接
し
て
お
り
、
将

来
の
筑
紫
野
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
要
と
な
る
大
変
重

要
な
場
所
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、

市
が
購
入
し
て
、
総
合
体

育
館
や
文
化
施
設
、
市
民

が
集
う
場
所
、
運
動
公
園
、

福
祉
関
連
施
設
と
し
て
整

備
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

数
多
く
あ
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
Ｊ
Ｔ
か

ら
正
式
に
売
却
の
意
向
が

示
さ
れ
れ
ば
、
購
入
に
向

け
て
の
協
議
・
検
討
は
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
の

取
得
は
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
市
長
の
取
り
組

み
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

健
康
　
跡
地
の
有
効
活
用

を
求
め
る
署
名
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
市
民
の
期
待

は
非
常
に
大
き
い
も
の
と

実
感
し
て
い
る
。
議
員
全

員
協
議
会
で
話
し
た
と
お

り
、
同
用
地
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

に
あ
た
り
大
き
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
本
市
に
と
っ

て
最
適
な
形
で
跡
地
利
用

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
議
会
、
そ
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

筑
紫
野
市
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
検
討
し
、

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
の
課
題
と
将
来
目
標
は

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
取
り
組
み
で

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

議
員
　
紫
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ

ー
ル
な
ど
の
特
産
品
開
発

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ

た
の
か
。
「
○
○
頃
発
売

予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
」
と
写
真

と
と
も
に
、
あ
る
い
は
開

発
秘
話
な
ど
案
内
す
べ
き
。

特
に
若
い
方
々
を
中
心
に

市
民
に
観
光
情
報
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
依
頼
す
る
な

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
は
。
　

　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
部
長
　
観
光
情

報
や
特
産
品
Ｐ
Ｒ
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
た
効
果
的

な
情
報
発
信
を
今
後
も
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
市
民
対
象
の
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
観
光
の
振
興
が
一

番
満
足
度
が
低
い
。
様
々

に
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、

市
民
が
本
市
を
愛
し
、
誇

り
を
も
っ
て
語
り
た
い
と

い
う
声
で
あ
る
。
本
市
の

観
光
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
、
市
民
を
含
め
た
検

討
す
る
場
を
設
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
部
長
　
観
光
協

会
を
は
じ
め
、
各
団
体
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
観
光
振
興
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
つ
つ
、
本
市
の
持

つ
豊
か
な
観
光
資
源
を
活

か
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
取
り
組
み
で
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

市
の
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
を

適
正
な
給
与
水
準
を
検
討
す
る

議
員
　
総
務
省
の
調
査
で

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
７
割
以
上
を
女
性
が
占

め
て
い
る
。
職
種
は
一
般

事
務
職
員
が
多
く
、
約
３

割
。
技
能
労
務
職
員
や
保

育
所
保
育
士
の
割
合
も
高

く
、
特
定
の
職
種
が
突
出

し
て
い
る
。

　
本
市
の
会
計
年
度
任
用

職
員
の
適
正
配
置
や
単
年

度
の
定
数
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
会
計
年

度
任
用
職
員
に
定
数
は
設

け
て
い
な
い
。
所
管
課
か

ら
の
要
望
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
る
現
状
調
査
な
ど
を

踏
ま
え
、
適
正
に
配
置
し

て
い
る
。

議
員
　
職
員
定
数
に
届
く

ぐ
ら
い
の
正
規
職
員
を
雇

用
し
、
人
員
が
不
足
す
る

分
に
会
計
年
度
任
用
制
度

を
活
用
す
る
な
ど
は
、
考

え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
正
規
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

の
人
数
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
新
た
な
行
政
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
し
、
効

率
よ
く
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職

員
と
正
規
職
員
の
賃
金
に

は
か
な
り
の
乖
離
が
あ
る
。

賃
金
は
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
が
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

な
る
改
善
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
給
与
水

準
は
、
正
規
職
員
の
給
与

改
定
や
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

４
月
に
給
与
引
き
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

適
正
な
給
与
水
準
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

佐々木 忠孝
（－）

古賀 新悟
（－）

西村 和子
（市民会議）

市
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
等
の

　
　
　
　
　
　
　

 

人
権
侵
害
へ
の
対
策
は

議
員
　
投
稿
者
が
高
い
匿

名
性
を
利
用
し
て
自
由
に

普
段
の
日
常
生
活
で
は
言

え
な
い
よ
う
な
発
言
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
に
は

人
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
、

日
常
の
う
っ
ぷ
ん
晴
ら
し

を
し
て
い
る
。
厳
し
い
生

活
を
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
辛
さ
を
自
分
よ
り
更
に

弱
い
立
場
の
人
に
な
す
り

付
け
て
い
く
、
ま
さ
に
社

会
的
差
別
構
造
で
あ
り
行

政
が
果
た
す
責
任
は
大
き

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
悪
質
な
書
き
込
み
や
誹

謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

健
康
福
祉
　
人
権
教
育
・

啓
発
の
各
種
取
り
組
み
を

と
お
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
差
別

的
な
書
き
込
み
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
を
実
施
し
て
お
り
悪

質
な
書
き
込
み
を
発
見
し

必
要
と
判
断
し
た
場
合
は

サ
イ
ト
管
理
者
に
削
除
要

請
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
お
け
る
人
権
侵
害
等

の
被
害
者
支
援
等
に
関
す

る
条
例
制
定
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
見
解
は
。

健
康
福
祉
　
条
例
制
定
は
、

全
国
的
な
課
題
で
も
あ
る

た
め
、
国
県
の
動
向
を
注

視
し
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。
今
後
も
引
き
続

き
、
市
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

を
図
る
た
め
の
啓
発
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

議
員
　
本
市
の
「
空
家
等

対
策
計
画
」
に
も
あ
る
、

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
国
交

省
の
「
全
国
版
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
」
を
利
用

す
れ
ば
独
自
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
構
築
は
不
要
。
参

画
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
　
現
在
、
「
福

岡
県
版
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
の
参
画
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
の
で
「
全
国

版
」
へ
の
参
画
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
ひ
と
り
親
等
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
の
為
に
空

家
を
活
用
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
　現
在
で
も

様
々
な
相
談
に
は
応
じ
て

い
る
が
、
現
状
で
は
空
家

の
斡
旋
が
出
来
な
い
為
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
参
画
す

る
事
で
、
今
後
は
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

〜
学
び
の
補
償
に
向

け
た
不
登
校
対
策
〜

議
員
　
本
プ
ラ
ン
は
「
不

登
校
に
よ
り
学
び
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」

を
目
指
す
も
の
。
不
登
校

の
子
ど
も
の
保
護
者
の
会

を
支
援
し
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
（
S
C
）
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
（
S
S
W
）
を
派

遣
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
的
役
割
が
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
　
市
内
の
不
登

校
の
親
で
構
成
す
る
団
体

と
協
働
し
て
、
進
路
相
談

会
と
そ
れ
に
伴
う
学
習
会
、

高
校
見
学
会
を
実
施
す
る

中
で
、
相
談
の
機
会
や
情

報
共
有
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
今
後
、
連
携
先
の

拡
充
や
Ｓ
Ｃ
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
派
遣
を
含
め
た
支
援
策

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
自
宅
や
ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
に

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
や
指
導
、

テ
ス
ト
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
確
立
す
べ
き
で
は
。

そ
う
い
っ
た
学
び
が
学
習

成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
な

い
為
に
、
内
申
書
の
成
績

が
つ
か
ず
高
校
進
学
の
選

択
が
制
限
さ
れ
る
問
題
が

あ
る
。
成
績
に
反
映
さ
せ

る
事
が
重
要
と
考
え
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

企
画
政
策
　
授
業
を
自
宅

や
校
内
適
用
指
導
教
室
等

へ
配
信
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
生
徒
の
実
情
や
ニ

ー
ズ
に
十
分
配
慮
し
た
上

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指

導
や
テ
ス
ト
の
実
施
も
含

め
、
多
様
な
学
び
の
場
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
更
に
進
め
て
い
く
。
学

び
の
結
果
の
成
績
へ
の
反

映
は
、
現
在
、
他
市
の
事

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
宅

等
で
の
学
習
を
評
価
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
る
。

全
国
版 

空
き
家
・

　
　

　
　
　空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
参
画
は

福
岡
県
版
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

　
　
　
　
参
画
手
続
き
を
進
め
て
い
る

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

　
　
　
　 
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

分
離
に
よ
る
堆
肥
化
と

　
　
　
　
　飼
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

ご
み
減
量
に
向
け
た

　
　
　
　 

市
民
の
意
識
啓
発
を
進
め
る

議
員
　
会
派
代
表
質
問
の

答
弁
に
あ
る
、
様
々
な
課

題
と
は
何
か
。
堆
肥
化
は
、

ご
み
の
減
量
、
環
境
負
荷

低
減
と
助
燃
費
削
減
に
つ

な
が
る
手
段
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
生
ご
み

を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
は
、
環
境
負
荷
低

減
、
助
燃
費
削
減
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
本
市
の

生
ご
み
処
理
で
は
、
大
型

商
業
施
設
、
学
校
給
食
施

設
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
食

品
残
さ
を
市
外
堆
肥
化
施

設
で
堆
肥
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
家
庭
の
生
ご
み

分
離
は
、
分
別
収
集
に
向

け
た
市
民
の
理
解
、
集
積

場
所
や
臭
い
対
策
、
動
物

対
策
、
処
理
施
設
の
場
所

選
定
、
堆
肥
化
と
飼
料
の

消
費
先
等
、
問
題
は
様
々

で
、
現
在
は
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
の
分
離
は
考
え

て
い
な
い
。
「
燃
や
す
し

か
な
い
ご
み
」
袋
の
名
称

の
検
討
や
地
元
商
工
会
の

協
力
を
仰
ぎ
食
品
ロ
ス
を

な
く
す
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
分
離
は
考
え
て
い
な

い
と
の
答
弁
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

健
康
　
本
市
で
も
、
生
ご

み
の
水
切
り
や
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
等
取
り
組
め

る
分
野
で
は
既
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
分
別

収
集
は
様
々
な
問
題
が
あ

る
た
め
、
現
状
で
は
考
え

て
い
な
い
が
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
ご
み
減
量
に

向
け
た
市
民
の
意
識
啓
発

等
を
進
め
、
更
な
る
ご
み

減
量
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
待
機
児
童
の
数
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
、
い

わ
ゆ
る
隠
れ
待
機
児
童
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
次
の
通

り
提
案
す
る
。

①
保
育
士
家
賃
補
助
事
業

の
増
額

②
保
育
士
の
資
格
取
得
支

援
、
給
付
型
奨
学
金
制
度

を
創
設

③
保
育
士
へ
就
職
お
祝
い

金
、
勤
続
時
に
定
着
支
援

金
を
支
給

④
届
出
保
育
所
の
利
用
者

へ
保
育
料
助
成

以
上
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
待
機
児

童
対
策
は
、
保
育
士
の
待

遇
改
善
も
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
様
々
な
取
組
が

考
え
ら
れ
る
が
、
県
の
就

職
準
備
金
貸
付
等
の
各
種

貸
付
制
度
の
周
知
を
図
り
、

現
在
の
取
組
を
継
続
し
、

そ
の
実
績
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
く
。

　
届
出
保
育
所
利
用
に
伴

う
保
育
料
の
助
成
は
、
待

機
児
童
解
消
の
取
組
と
併

せ
、
他
自
治
体
の
支
援
の

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

小
規
模
事
業
者
向
け

の
創
業
支
援
を

議
員
　
中
小
企
業
の
創
業

支
援
に
空
き
店
舗
利
用
促

進
補
助
制
度
が
あ
る
が
、

次
の
通
り
提
案
す
る
。

①
業
種
を
信
用
保
証
協
会

の
対
象
業
種
に
拡
大

②
対
象
を
家
賃
だ
け
で
な

く
、
創
業
費
ま
で
拡
大

③
対
象
地
域
は
、
近
隣
商

業
地
域
、
準
工
業
地
域
、

準
都
市
計
画
区
域
等
ま
で

拡
大
し
、
補
助
金
交
付
規

則
を
全
面
改
正
し
、
創
業

者
支
援
事
業
補
助
金
を
創

設
。

見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
空
き
店

舗
対
策
補
助
事
業
を
平
成

22
年
度
よ
り
実
施
、
現
時

点
で
累
計
33
件
の
創
業
者

を
支
援
し
て
い
る
。
県
で

も
「
福
岡
よ
か
と
こ
起
業

支
援
金
」
等
の
補
助
金
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
現
時
点
で

は
新
た
な
創
業
者
支
援
事

業
補
助
金
は
考
え
て
い
な

い
が
、
創
業
支
援
は
、
商

工
会
と
連
携
し
た
支
援
な

ど
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
。
対
象
業
種
や
区
域

の
拡
大
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。

高
齢
者
・
障
が
い
者

の
行
方
不
明
対
策
を

議
員
　
過
去
５
年
間
の
高

齢
者
の
行
方
不
明
者
は
53

名
。
障
が
い
者
の
方
も
家

を
出
て
行
方
が
わ
か
ら
な

く
な
る
例
も
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
貸
出
し
に

よ
る
見
守
り
を
行
う
べ
き

で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
行
方
不

明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、

早
期
発
見
が
重
要
で
、
端

末
を
利
用
す
る
事
は
有
効

な
対
策
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。

　
貸
し
出
し
に
よ
る
見
守

り
は
、
費
用
面
、
他
の
対

策
や
他
自
治
体
の
導
入
状

況
な
ど
総
合
的
に
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

待
機
児
童
対
策
で
、
待
遇
改
善
の
助
成
は

　
　
　

 

保
育
士
へ
直
接
届
け
る
べ
き
で
は

県
の
制
度
周
知
を
図
り
、
現
在
の
取
り
組
み

を
継
続
し
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く

吉村 陽一
（市民会議）

山本 加奈子
（公明党）

八尋 一男
（つくし野）

段下 季一郎
（市民会議）

本会議会議録 委員会会議録
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
等
の

　
　
　
　
　
　
　

 

人
権
侵
害
へ
の
対
策
は

議
員
　
投
稿
者
が
高
い
匿

名
性
を
利
用
し
て
自
由
に

普
段
の
日
常
生
活
で
は
言

え
な
い
よ
う
な
発
言
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
に
は

人
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
、

日
常
の
う
っ
ぷ
ん
晴
ら
し

を
し
て
い
る
。
厳
し
い
生

活
を
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
辛
さ
を
自
分
よ
り
更
に

弱
い
立
場
の
人
に
な
す
り

付
け
て
い
く
、
ま
さ
に
社

会
的
差
別
構
造
で
あ
り
行

政
が
果
た
す
責
任
は
大
き

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
悪
質
な
書
き
込
み
や
誹

謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

健
康
福
祉
　
人
権
教
育
・

啓
発
の
各
種
取
り
組
み
を

と
お
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
差
別

的
な
書
き
込
み
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
を
実
施
し
て
お
り
悪

質
な
書
き
込
み
を
発
見
し

必
要
と
判
断
し
た
場
合
は

サ
イ
ト
管
理
者
に
削
除
要

請
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
お
け
る
人
権
侵
害
等

の
被
害
者
支
援
等
に
関
す

る
条
例
制
定
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
見
解
は
。

健
康
福
祉
　
条
例
制
定
は
、

全
国
的
な
課
題
で
も
あ
る

た
め
、
国
県
の
動
向
を
注

視
し
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。
今
後
も
引
き
続

き
、
市
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

を
図
る
た
め
の
啓
発
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

議
員
　
本
市
の
「
空
家
等

対
策
計
画
」
に
も
あ
る
、

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
国
交

省
の
「
全
国
版
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
」
を
利
用

す
れ
ば
独
自
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
構
築
は
不
要
。
参

画
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
　
現
在
、
「
福

岡
県
版
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
の
参
画
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
の
で
「
全
国

版
」
へ
の
参
画
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
ひ
と
り
親
等
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
の
為
に
空

家
を
活
用
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
　現
在
で
も

様
々
な
相
談
に
は
応
じ
て

い
る
が
、
現
状
で
は
空
家

の
斡
旋
が
出
来
な
い
為
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
参
画
す

る
事
で
、
今
後
は
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

〜
学
び
の
補
償
に
向

け
た
不
登
校
対
策
〜

議
員
　
本
プ
ラ
ン
は
「
不

登
校
に
よ
り
学
び
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」

を
目
指
す
も
の
。
不
登
校

の
子
ど
も
の
保
護
者
の
会

を
支
援
し
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
（
S
C
）
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
（
S
S
W
）
を
派

遣
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
的
役
割
が
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
　
市
内
の
不
登

校
の
親
で
構
成
す
る
団
体

と
協
働
し
て
、
進
路
相
談

会
と
そ
れ
に
伴
う
学
習
会
、

高
校
見
学
会
を
実
施
す
る

中
で
、
相
談
の
機
会
や
情

報
共
有
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
今
後
、
連
携
先
の

拡
充
や
Ｓ
Ｃ
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
派
遣
を
含
め
た
支
援
策

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
自
宅
や
ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
に

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
や
指
導
、

テ
ス
ト
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
確
立
す
べ
き
で
は
。

そ
う
い
っ
た
学
び
が
学
習

成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
な

い
為
に
、
内
申
書
の
成
績

が
つ
か
ず
高
校
進
学
の
選

択
が
制
限
さ
れ
る
問
題
が

あ
る
。
成
績
に
反
映
さ
せ

る
事
が
重
要
と
考
え
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

企
画
政
策
　
授
業
を
自
宅

や
校
内
適
用
指
導
教
室
等

へ
配
信
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
生
徒
の
実
情
や
ニ

ー
ズ
に
十
分
配
慮
し
た
上

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指

導
や
テ
ス
ト
の
実
施
も
含

め
、
多
様
な
学
び
の
場
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
更
に
進
め
て
い
く
。
学

び
の
結
果
の
成
績
へ
の
反

映
は
、
現
在
、
他
市
の
事

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
宅

等
で
の
学
習
を
評
価
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
る
。

全
国
版 

空
き
家
・

　
　

　
　
　空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
参
画
は

福
岡
県
版
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

　
　
　
　
参
画
手
続
き
を
進
め
て
い
る

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

　
　
　
　 

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

分
離
に
よ
る
堆
肥
化
と

　
　
　
　
　飼
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

ご
み
減
量
に
向
け
た

　
　
　
　 
市
民
の
意
識
啓
発
を
進
め
る

議
員
　
会
派
代
表
質
問
の

答
弁
に
あ
る
、
様
々
な
課

題
と
は
何
か
。
堆
肥
化
は
、

ご
み
の
減
量
、
環
境
負
荷

低
減
と
助
燃
費
削
減
に
つ

な
が
る
手
段
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
生
ご
み

を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
は
、
環
境
負
荷
低

減
、
助
燃
費
削
減
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
本
市
の

生
ご
み
処
理
で
は
、
大
型

商
業
施
設
、
学
校
給
食
施

設
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
食

品
残
さ
を
市
外
堆
肥
化
施

設
で
堆
肥
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
家
庭
の
生
ご
み

分
離
は
、
分
別
収
集
に
向

け
た
市
民
の
理
解
、
集
積

場
所
や
臭
い
対
策
、
動
物

対
策
、
処
理
施
設
の
場
所

選
定
、
堆
肥
化
と
飼
料
の

消
費
先
等
、
問
題
は
様
々

で
、
現
在
は
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
の
分
離
は
考
え

て
い
な
い
。
「
燃
や
す
し

か
な
い
ご
み
」
袋
の
名
称

の
検
討
や
地
元
商
工
会
の

協
力
を
仰
ぎ
食
品
ロ
ス
を

な
く
す
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
分
離
は
考
え
て
い
な

い
と
の
答
弁
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

健
康
　
本
市
で
も
、
生
ご

み
の
水
切
り
や
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
等
取
り
組
め

る
分
野
で
は
既
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
分
別

収
集
は
様
々
な
問
題
が
あ

る
た
め
、
現
状
で
は
考
え

て
い
な
い
が
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
ご
み
減
量
に

向
け
た
市
民
の
意
識
啓
発

等
を
進
め
、
更
な
る
ご
み

減
量
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
待
機
児
童
の
数
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
、
い

わ
ゆ
る
隠
れ
待
機
児
童
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
次
の
通

り
提
案
す
る
。

①
保
育
士
家
賃
補
助
事
業

の
増
額

②
保
育
士
の
資
格
取
得
支

援
、
給
付
型
奨
学
金
制
度

を
創
設

③
保
育
士
へ
就
職
お
祝
い

金
、
勤
続
時
に
定
着
支
援

金
を
支
給

④
届
出
保
育
所
の
利
用
者

へ
保
育
料
助
成

以
上
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
待
機
児

童
対
策
は
、
保
育
士
の
待

遇
改
善
も
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
様
々
な
取
組
が

考
え
ら
れ
る
が
、
県
の
就

職
準
備
金
貸
付
等
の
各
種

貸
付
制
度
の
周
知
を
図
り
、

現
在
の
取
組
を
継
続
し
、

そ
の
実
績
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
く
。

　
届
出
保
育
所
利
用
に
伴

う
保
育
料
の
助
成
は
、
待

機
児
童
解
消
の
取
組
と
併

せ
、
他
自
治
体
の
支
援
の

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

小
規
模
事
業
者
向
け

の
創
業
支
援
を

議
員
　
中
小
企
業
の
創
業

支
援
に
空
き
店
舗
利
用
促

進
補
助
制
度
が
あ
る
が
、

次
の
通
り
提
案
す
る
。

①
業
種
を
信
用
保
証
協
会

の
対
象
業
種
に
拡
大

②
対
象
を
家
賃
だ
け
で
な

く
、
創
業
費
ま
で
拡
大

③
対
象
地
域
は
、
近
隣
商

業
地
域
、
準
工
業
地
域
、

準
都
市
計
画
区
域
等
ま
で

拡
大
し
、
補
助
金
交
付
規

則
を
全
面
改
正
し
、
創
業

者
支
援
事
業
補
助
金
を
創

設
。

見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
空
き
店

舗
対
策
補
助
事
業
を
平
成

22
年
度
よ
り
実
施
、
現
時

点
で
累
計
33
件
の
創
業
者

を
支
援
し
て
い
る
。
県
で

も
「
福
岡
よ
か
と
こ
起
業

支
援
金
」
等
の
補
助
金
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
現
時
点
で

は
新
た
な
創
業
者
支
援
事

業
補
助
金
は
考
え
て
い
な

い
が
、
創
業
支
援
は
、
商

工
会
と
連
携
し
た
支
援
な

ど
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
。
対
象
業
種
や
区
域

の
拡
大
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。

高
齢
者
・
障
が
い
者

の
行
方
不
明
対
策
を

議
員
　
過
去
５
年
間
の
高

齢
者
の
行
方
不
明
者
は
53

名
。
障
が
い
者
の
方
も
家

を
出
て
行
方
が
わ
か
ら
な

く
な
る
例
も
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
貸
出
し
に

よ
る
見
守
り
を
行
う
べ
き

で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
行
方
不

明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、

早
期
発
見
が
重
要
で
、
端

末
を
利
用
す
る
事
は
有
効

な
対
策
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。

　
貸
し
出
し
に
よ
る
見
守

り
は
、
費
用
面
、
他
の
対

策
や
他
自
治
体
の
導
入
状

況
な
ど
総
合
的
に
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

待
機
児
童
対
策
で
、
待
遇
改
善
の
助
成
は

　
　
　

 

保
育
士
へ
直
接
届
け
る
べ
き
で
は

県
の
制
度
周
知
を
図
り
、
現
在
の
取
り
組
み

を
継
続
し
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
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人
材
育
成
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
で
、
担
い
手
の

発
掘
や
意
識
の
醸
成
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ご
近
所
で
の
生
活
支
援
は
、

活
動
範
囲
、
組
織
化
等
ど

の
よ
う
な
進
め
方
、
活
動

の
展
開
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

教
育
　
　
　
　
　
ご
近
所

同
士
の
支
え
あ
い
か
ら
、

第
二
層
で
あ
る
地
域
に
お

け
る
支
え
あ
い
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
る
。

　
　
　
運
営
費
補
助
を
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
住
民
主
体
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
組
織
つ
く
り
を
進
め
る

に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

経
費
を
補
助
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
　
　
　
　
　
経
費
の

補
助
は
、
組
織
を
作
る
発

端
と
し
て
有
効
な
一
つ
と

と
ら
え
て
い
る
。
実
情
に

応
じ
て
、
必
要
な
補
助
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

災
害
時
、
安
全
な
避

難
所
で
あ
る
よ
う
に

　
　
　
災
害
時
に
一
番
身

近
な
公
民
館
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
も
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
▲
印
が
つ
い
て

お
り
住
民
は
不
安
に
思
う
。

地
域
の
自
主
避
難
所
の
安

全
確
保
、
代
替
施
設
な
ど

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
自
治
公
民
館

は
、
地
域
で
管
理
運
営
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
て
自
主
避
難

所
と
し
て
運
用
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
安
全
確
保
、

代
替
施
設
な
ど
も
、
ま
ず

は
地
域
で
検
討
し
て
頂
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
内
水
氾
濫
が
発
生

す
る
地
域
の
調
査
、
原
因

で
あ
る
地
域
の
水
路
の
確

認
、
調
査
、
対
応
策
な
ど

は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
　
　
　
大
量
の
雨
が

低
い
土
地
に
流
れ
込
む
こ

と
で
発
生
す
る
た
め
、
通

報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

現
地
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
る
。
複
合
的
な
対
策
が

必
要
と
な
り
、
関
係
機
関

と
協
議
、
情
報
共
有
等
を

行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
二
日
市
東
小
学
校

は
、
今
年
の
降
雨
時
に
冠

水
し
て
、
避
難
所
と
し
て

開
設
で
き
な
か
っ
た
。
近

年
の
自
然
災
害
の
発
生
状

況
か
ら
考
え
る
と
早
急
に

対
処
す
べ
き
で
は
。

教
育
　
　
　
周
辺
地
域
を

含
め
、
今
後
の
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
の
抜
本

的
な
対
策
を
検
討
し
て
い

る
。

高
齢
者
の
日
常
生
活

　

　支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
つ
く
る
か

第
二
層
（
中
学
校
区
）
の
地
域
に
お
け
る

支
え
あ
い
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る

「
こ
ど
も
館
」
等
の

　
　
　
　
　新
た
な
施
設
整
備
を
！

既
存
の
居
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

認
知
度
の
向
上
に
努
め
て
い
く

議
員
　
子
育
て
支
援
に
一

時
預
か
り
事
業
が
あ
る
。

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
通
院

等
の
理
由
に
よ
り
、
保
育

所
等
で
児
童
の
預
か
り
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

本
市
は
、
保
育
所
３
ヶ
所

で
一
時
預
か
り
を
行
っ
て

い
る
が
、
予
約
が
取
り
に

く
く
、
利
用
し
づ
ら
い
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

筑
紫
地
区
５
市
で
施
設
数

を
比
べ
る
と
本
市
が
一
番

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
を
充
実
す
る
た

め
、
定
員
及
び
施
設
等
を

拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
は
、

多
岐
に
渡
る
一
時
預
か
り

を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
際

に
子
ど
も
を
預
か
る
場
所

は
、
原
則
、
会
員
の
自
宅

と
な
っ
て
い
る
が
、
安
全

面
に
配
慮
し
た
公
共
施
設

等
の
活
用
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
先
日
の

会
派
代
表
質
問
で
、
遊
び

場
や
学
習
支
援
、
食
事
の

提
供
、
相
談
支
援
な
ど
児

童
館
と
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ

持
つ
「
こ
ど
も
館
」
等
の

新
た
な
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
た
が
、
検

討
状
況
は
。
　
　
　
　
　

　
　

環
境
経
済
部
長
　
柔
軟
な

預
か
り
体
制
の
充
実
は
、

重
要
な
取
組
と
認
識
し
て

い
る
。
対
応
す
る
保
育
士

や
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

等
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
既

存
施
設
の
運
用
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

  

既
存
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。
ま
か
せ
て
会
員･

お
ね
が
い
会
員
双
方
の
ニ

ー
ズ
や
、
相
談
等
の
実
態

把
握
を
行
っ
て
い
く
。

　
近
隣
の
施
設
の
視
察
を

行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も

食
堂
や
プ
レ
ー
パ
ー
ク
等

を
含
め
た
、
子
ど
も
の
居

場
所
に
関
す
る
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ

議
員
　
地
域
脱
炭
素
実
現

に
向
け
た
「
第
三
次
環
境

基
本
計
画
」
の
改
定
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
宣
言
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
筑

紫
地
区
５
市
で
、
残
り

は
本
市
の
み
。
早
急
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
表
明
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
「
第
三

次
環
境
基
本
計
画
」
の
改

定
を
来
年
度
実
施
で
き
る

よ
う
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
の
表
明
は
、
C
O
２

削
減
に
向
け
た
有
効
な
取

り
組
み
の
検
討
を
行
い
、

状
況
を
見
な
が
ら
、
判
断

し
て
い
く
。

　
　
　
２
０
２
３
年
度
の

消
費
者
物
価
指
数
は
、
２

０
１
２
年
比
で
総
合
11
％

の
上
昇
と
な
っ
た
が
、
実

質
賃
金
の
推
移
は
30
年
前

か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

『
生
活
保
護
の
申
請
は
国

民
の
権
利
』
と
記
載
し
、

８
つ
の
扶
助
費
（
生
活
扶

助
、
住
宅
扶
助
、
教
育
扶

助
、
医
療
扶
助
、
介
護
扶

助
、
出
産
扶
助
、
生
業
扶

助
、
葬
祭
扶
助
）
、
金
銭

給
付
、
現
物
給
付
、
一
次

扶
助
（
被
服
費
や
転
居
費

用
）
に
つ
い
て
や
、
質
問

等
を
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

教
育
　
　
　
　
　
周
知
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行

っ
て
い
る
。
申
請
方
法
の

案
内
な
ど
内
容
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
生
活
が
困
難
な

方
が
相
談
や
申
請
を
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
周
知
に

努
め
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
の
支
援

及
び
学
童
へ
の
食
事

提
供

　
　
　
物
価
高
騰
や
賃
上

げ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
実
態

の
中
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一

層
厳
し
い
状
況
で
、
こ
の

夏
休
み
も
子
ど
も
た
ち
が

必
要
な
食
料
が
得
ら
れ
な

い
、
学
び
・
体
験
の
機
会

が
制
約
を
受
け
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
た
。

　
市
の
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
や
食
事
な
ど

を
支
援
し
て
い
る
子
ど
も

食
堂
（
地
域
食
堂
）
に
市

か
ら
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
長
期
休
暇
中
の
子
ど
も

の
食
事
の
確
保
と
し
て
、

学
童
に
食
事
を
提
供
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も

食
堂
（
地
域
食
堂
）
へ
の

市
か
ら
の
助
成
は
、
助
成

金
な
ど
の
経
済
的
支
援
は

予
定
し
て
い
な
い
が
、
県

が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
福
岡
県
こ
ど
も
食
堂
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
促
進
事
業

」
に
参
画
し
、
団
体
・
行

政
・
社
会
福
祉
法
人
等
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に

努
め
て
い
く
。
併
せ
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お

い
て
、
子
ど
も
食
堂
に
係

る
情
報
発
信
を
行
い
、
認

知
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　
　
　
夏
休
み
等
の

長
期
休
暇
期
間
に
お
け
る

学
童
保
育
所
で
の
昼
食
の

提
供
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
や
食
中
毒
対
策
の
ほ
か
、

提
供
す
る
食
事
の
管
理
体

制
や
保
管
場
所
の
整
備
の

必
要
性
等
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
学
童
保
育
の

委
託
事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
事
業
実
施
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
の
申
請
方
法
や

　
　制
度
等
に
つ
い
て
広
く
周
知
を

生
活
が
困
難
な
方
が
相
談
や
申
請
を

し
や
す
く
な
る
よ
う
な
周
知
に
努
め
る

被
災
家
屋
認
定
調
査
に
よ
る

　
　り
災
証
明
書
発
行
の
迅
速
化
を

迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め

　
　
　
　
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

議
員
　
り
災
証
明
の
交
付

の
為
に
行
う
被
災
認
定
調

査
の
実
施
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
被
災
認
定
調
査

に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を

要
し
て
い
る
の
か
。

　
さ
ら
に
、
り
災
証
明
書

発
行
の
資
料
と
し
て
無
償

提
供
し
、
多
く
の
自
治
体

と
協
定
を
結
ぶ
保
険
会
社

が
あ
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
被
災
認

定
の
実
施
体
制
は
、
地
域

防
災
計
画
及
び
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

本
部
体
制
が
組
織
さ
れ
、

そ
の
指
揮
系
統
の
も
と
、

情
報
収
集
班
が
市
民
等
か

ら
の
被
災
に
関
す
る
情
報

を
受
け
た
の
ち
、
り
災
証

明
発
行
を
所
掌
す
る
災
害

救
助
班
に
お
い
て
当
事
者

と
調
整
の
う
え
調
査
を
実

施
し
、
り
災
証
明
を
交
付

し
て
い
る
。

　
被
災
認
定
調
査
の
所
要

期
間
は
、
本
年
７
月
の
大

雨
で
、
情
報
入
手
か
ら
交

付
ま
で
平
均
７
日
間
程
度

の
期
間
を
要
し
て
い
る
。

　
保
険
会
社
と
の
協
定
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
国
に

お
い
て
、
り
災
証
明
書
の

発
行
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

固
定
資
産
課
台
帳
の
情
報

の
利
用
を
認
め
る
こ
と
や
、

申
請
手
続
き
を
全
国
統
一

で
簡
素
化
を
検
討
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
状
況
も
含
め
て

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
地
震
や
台
風
に
よ

る
災
害
も
、
り
災
証
明
交

付
の
迅
速
化
を
図
る
べ
き

で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
地
震
や

台
風
時
も
大
雨
と
同
様
に

迅
速
な
交
付
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
国
で
迅
速
化
を
進

め
る
動
き
が
あ
り
、
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

小
中
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

議
員
　
避
難
所
や
熱
中
症

対
策
が
望
ま
れ
る
小
中
学

校
体
育
館
に
、
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
設
置
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
文
科
省
は
国
庫

補
助
率
を
引
き
上
げ
た
が
、

見
解
は
。

環
境
部
長
　
熱
中
症
対
策

と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
有
効

性
は
認
識
し
て
い
る
。
国

庫
補
助
を
活
用
し
て
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
、
当
該
建

築
物
に
断
熱
性
が
あ
る
こ

と
を
補
助
の
要
件
と
し
多

額
の
整
備
費
用
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
課
題
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
今
後
の

児
童
・
生
徒
の
増
加
に
伴

う
対
応
や
老
朽
化
対
策
な

ど
、
教
育
施
設
整
備
に
係

る
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

議
員
　
総
務
省
の
「
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
」
活

用
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

環
境
部
長
　
計
画
的
な
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
国
庫
補
助
事
業

や
「
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
」
な
ど
の
有
効
活
用

を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

春口 茜
（市民会議）

宮﨑 吉弘
（公明党）

辻本 美惠子
（市民会議）

前田 倫宏
（つくし野）
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人
材
育
成
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
で
、
担
い
手
の

発
掘
や
意
識
の
醸
成
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ご
近
所
で
の
生
活
支
援
は
、

活
動
範
囲
、
組
織
化
等
ど

の
よ
う
な
進
め
方
、
活
動

の
展
開
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

教
育
　
　
　
　
　
ご
近
所

同
士
の
支
え
あ
い
か
ら
、

第
二
層
で
あ
る
地
域
に
お

け
る
支
え
あ
い
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
る
。

　
　
　
運
営
費
補
助
を
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
住
民
主
体
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
組
織
つ
く
り
を
進
め
る

に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

経
費
を
補
助
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
　
　
　
　
　
経
費
の

補
助
は
、
組
織
を
作
る
発

端
と
し
て
有
効
な
一
つ
と

と
ら
え
て
い
る
。
実
情
に

応
じ
て
、
必
要
な
補
助
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

災
害
時
、
安
全
な
避

難
所
で
あ
る
よ
う
に

　
　
　
災
害
時
に
一
番
身

近
な
公
民
館
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
も
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
▲
印
が
つ
い
て

お
り
住
民
は
不
安
に
思
う
。

地
域
の
自
主
避
難
所
の
安

全
確
保
、
代
替
施
設
な
ど

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
自
治
公
民
館

は
、
地
域
で
管
理
運
営
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
て
自
主
避
難

所
と
し
て
運
用
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
安
全
確
保
、

代
替
施
設
な
ど
も
、
ま
ず

は
地
域
で
検
討
し
て
頂
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
内
水
氾
濫
が
発
生

す
る
地
域
の
調
査
、
原
因

で
あ
る
地
域
の
水
路
の
確

認
、
調
査
、
対
応
策
な
ど

は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
　
　
　
大
量
の
雨
が

低
い
土
地
に
流
れ
込
む
こ

と
で
発
生
す
る
た
め
、
通

報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

現
地
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
る
。
複
合
的
な
対
策
が

必
要
と
な
り
、
関
係
機
関

と
協
議
、
情
報
共
有
等
を

行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
二
日
市
東
小
学
校

は
、
今
年
の
降
雨
時
に
冠

水
し
て
、
避
難
所
と
し
て

開
設
で
き
な
か
っ
た
。
近

年
の
自
然
災
害
の
発
生
状

況
か
ら
考
え
る
と
早
急
に

対
処
す
べ
き
で
は
。

教
育
　
　
　
周
辺
地
域
を

含
め
、
今
後
の
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
の
抜
本

的
な
対
策
を
検
討
し
て
い

る
。

高
齢
者
の
日
常
生
活

　

　支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
つ
く
る
か

第
二
層
（
中
学
校
区
）
の
地
域
に
お
け
る

支
え
あ
い
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る

「
こ
ど
も
館
」
等
の

　
　
　
　
　新
た
な
施
設
整
備
を
！

既
存
の
居
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

認
知
度
の
向
上
に
努
め
て
い
く

議
員
　
子
育
て
支
援
に
一

時
預
か
り
事
業
が
あ
る
。

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
通
院

等
の
理
由
に
よ
り
、
保
育

所
等
で
児
童
の
預
か
り
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

本
市
は
、
保
育
所
３
ヶ
所

で
一
時
預
か
り
を
行
っ
て

い
る
が
、
予
約
が
取
り
に

く
く
、
利
用
し
づ
ら
い
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

筑
紫
地
区
５
市
で
施
設
数

を
比
べ
る
と
本
市
が
一
番

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
を
充
実
す
る
た

め
、
定
員
及
び
施
設
等
を

拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
は
、

多
岐
に
渡
る
一
時
預
か
り

を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
際

に
子
ど
も
を
預
か
る
場
所

は
、
原
則
、
会
員
の
自
宅

と
な
っ
て
い
る
が
、
安
全

面
に
配
慮
し
た
公
共
施
設

等
の
活
用
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
先
日
の

会
派
代
表
質
問
で
、
遊
び

場
や
学
習
支
援
、
食
事
の

提
供
、
相
談
支
援
な
ど
児

童
館
と
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ

持
つ
「
こ
ど
も
館
」
等
の

新
た
な
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
た
が
、
検

討
状
況
は
。
　
　
　
　
　

　
　

環
境
経
済
部
長
　
柔
軟
な

預
か
り
体
制
の
充
実
は
、

重
要
な
取
組
と
認
識
し
て

い
る
。
対
応
す
る
保
育
士

や
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

等
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
既

存
施
設
の
運
用
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

  

既
存
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。
ま
か
せ
て
会
員･

お
ね
が
い
会
員
双
方
の
ニ

ー
ズ
や
、
相
談
等
の
実
態

把
握
を
行
っ
て
い
く
。

　
近
隣
の
施
設
の
視
察
を

行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も

食
堂
や
プ
レ
ー
パ
ー
ク
等

を
含
め
た
、
子
ど
も
の
居

場
所
に
関
す
る
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ

議
員
　
地
域
脱
炭
素
実
現

に
向
け
た
「
第
三
次
環
境

基
本
計
画
」
の
改
定
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
宣
言
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
筑

紫
地
区
５
市
で
、
残
り

は
本
市
の
み
。
早
急
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
表
明
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
「
第
三

次
環
境
基
本
計
画
」
の
改

定
を
来
年
度
実
施
で
き
る

よ
う
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
の
表
明
は
、
C
O
２

削
減
に
向
け
た
有
効
な
取

り
組
み
の
検
討
を
行
い
、

状
況
を
見
な
が
ら
、
判
断

し
て
い
く
。

　
　
　
２
０
２
３
年
度
の

消
費
者
物
価
指
数
は
、
２

０
１
２
年
比
で
総
合
11
％

の
上
昇
と
な
っ
た
が
、
実

質
賃
金
の
推
移
は
30
年
前

か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

『
生
活
保
護
の
申
請
は
国

民
の
権
利
』
と
記
載
し
、

８
つ
の
扶
助
費
（
生
活
扶

助
、
住
宅
扶
助
、
教
育
扶

助
、
医
療
扶
助
、
介
護
扶

助
、
出
産
扶
助
、
生
業
扶

助
、
葬
祭
扶
助
）
、
金
銭

給
付
、
現
物
給
付
、
一
次

扶
助
（
被
服
費
や
転
居
費

用
）
に
つ
い
て
や
、
質
問

等
を
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

教
育
　
　
　
　
　
周
知
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行

っ
て
い
る
。
申
請
方
法
の

案
内
な
ど
内
容
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
生
活
が
困
難
な

方
が
相
談
や
申
請
を
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
周
知
に

努
め
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
の
支
援

及
び
学
童
へ
の
食
事

提
供

　
　
　
物
価
高
騰
や
賃
上

げ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
実
態

の
中
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一

層
厳
し
い
状
況
で
、
こ
の

夏
休
み
も
子
ど
も
た
ち
が

必
要
な
食
料
が
得
ら
れ
な

い
、
学
び
・
体
験
の
機
会

が
制
約
を
受
け
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
た
。

　
市
の
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
や
食
事
な
ど

を
支
援
し
て
い
る
子
ど
も

食
堂
（
地
域
食
堂
）
に
市

か
ら
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
長
期
休
暇
中
の
子
ど
も

の
食
事
の
確
保
と
し
て
、

学
童
に
食
事
を
提
供
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も

食
堂
（
地
域
食
堂
）
へ
の

市
か
ら
の
助
成
は
、
助
成

金
な
ど
の
経
済
的
支
援
は

予
定
し
て
い
な
い
が
、
県

が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
福
岡
県
こ
ど
も
食
堂
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
促
進
事
業

」
に
参
画
し
、
団
体
・
行

政
・
社
会
福
祉
法
人
等
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に

努
め
て
い
く
。
併
せ
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お

い
て
、
子
ど
も
食
堂
に
係

る
情
報
発
信
を
行
い
、
認

知
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　
　
　
夏
休
み
等
の

長
期
休
暇
期
間
に
お
け
る

学
童
保
育
所
で
の
昼
食
の

提
供
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
や
食
中
毒
対
策
の
ほ
か
、

提
供
す
る
食
事
の
管
理
体

制
や
保
管
場
所
の
整
備
の

必
要
性
等
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
学
童
保
育
の

委
託
事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
事
業
実
施
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
の
申
請
方
法
や

　
　制
度
等
に
つ
い
て
広
く
周
知
を

生
活
が
困
難
な
方
が
相
談
や
申
請
を

し
や
す
く
な
る
よ
う
な
周
知
に
努
め
る

被
災
家
屋
認
定
調
査
に
よ
る

　
　り
災
証
明
書
発
行
の
迅
速
化
を

迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め

　
　
　
　
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

議
員
　
り
災
証
明
の
交
付

の
為
に
行
う
被
災
認
定
調

査
の
実
施
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
被
災
認
定
調
査

に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を

要
し
て
い
る
の
か
。

　
さ
ら
に
、
り
災
証
明
書

発
行
の
資
料
と
し
て
無
償

提
供
し
、
多
く
の
自
治
体

と
協
定
を
結
ぶ
保
険
会
社

が
あ
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
被
災
認

定
の
実
施
体
制
は
、
地
域

防
災
計
画
及
び
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

本
部
体
制
が
組
織
さ
れ
、

そ
の
指
揮
系
統
の
も
と
、

情
報
収
集
班
が
市
民
等
か

ら
の
被
災
に
関
す
る
情
報

を
受
け
た
の
ち
、
り
災
証

明
発
行
を
所
掌
す
る
災
害

救
助
班
に
お
い
て
当
事
者

と
調
整
の
う
え
調
査
を
実

施
し
、
り
災
証
明
を
交
付

し
て
い
る
。

　
被
災
認
定
調
査
の
所
要

期
間
は
、
本
年
７
月
の
大

雨
で
、
情
報
入
手
か
ら
交

付
ま
で
平
均
７
日
間
程
度

の
期
間
を
要
し
て
い
る
。

　
保
険
会
社
と
の
協
定
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
国
に

お
い
て
、
り
災
証
明
書
の

発
行
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

固
定
資
産
課
台
帳
の
情
報

の
利
用
を
認
め
る
こ
と
や
、

申
請
手
続
き
を
全
国
統
一

で
簡
素
化
を
検
討
す
る
動

き
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
状
況
も
含
め
て

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
地
震
や
台
風
に
よ

る
災
害
も
、
り
災
証
明
交

付
の
迅
速
化
を
図
る
べ
き

で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
地
震
や

台
風
時
も
大
雨
と
同
様
に

迅
速
な
交
付
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
国
で
迅
速
化
を
進

め
る
動
き
が
あ
り
、
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

小
中
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

議
員
　
避
難
所
や
熱
中
症

対
策
が
望
ま
れ
る
小
中
学

校
体
育
館
に
、
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
設
置
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
文
科
省
は
国
庫

補
助
率
を
引
き
上
げ
た
が
、

見
解
は
。

環
境
部
長
　
熱
中
症
対
策

と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
有
効

性
は
認
識
し
て
い
る
。
国

庫
補
助
を
活
用
し
て
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
、
当
該
建

築
物
に
断
熱
性
が
あ
る
こ

と
を
補
助
の
要
件
と
し
多

額
の
整
備
費
用
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
課
題
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
今
後
の

児
童
・
生
徒
の
増
加
に
伴

う
対
応
や
老
朽
化
対
策
な

ど
、
教
育
施
設
整
備
に
係

る
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

議
員
　
総
務
省
の
「
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
」
活

用
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

環
境
部
長
　
計
画
的
な
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
国
庫
補
助
事
業

や
「
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
」
な
ど
の
有
効
活
用

を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

春口 茜
（市民会議）

宮﨑 吉弘
（公明党）

辻本 美惠子
（市民会議）

前田 倫宏
（つくし野）
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本
年
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
全
世
代
へ

努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
警

察
庁
に
よ
れ
ば
２
０
２
１

年
の
自
転
車
事
故
件
数
は

前
年
よ
り
２
０
２
１
件
増

加
し
て
い
る
。
死
亡
事
故

の
約
６
割
が
頭
部
に
致
命

傷
を
負
っ
て
い
る
。
今
後
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
が

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か

が
注
目
さ
れ
、
自
転
車
に

乗
る
上
で
の
ル
ー
ル
遵
守

も
大
切
で
あ
る
。
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
と
自
転
車
安
全

利
用
の
普
及
啓
発
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
　
　
　
普
及
啓
発
は
、

交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡

県
県
民
運
動
本
部
で
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

を
交
通
安
全
運
動
の
重
点

目
標
と
し
て
お
り
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
は

じ
め
、
警
察
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
　
　
自
転
車
利
用
者
全

体
の
安
全
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
重
要
性
を
考
え
る
。
本

市
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

補
助
事
業
を
検
討
し
て
は
。

教
育
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
補
助
制
度
の
導
入
は
、

現
時
点
で
は
検
討
し
て
な

い
が
、
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

「
国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
の
道
路
整
備
を
求

め
る
」
要
望
書

　
　
　
本
年
３
月
定
例
会

で
、
請
願
書
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
、
６
月
定
例

会
で
も
会
派
代
表
質
問
で

問
わ
れ
た
「
市
と
し
て
も

地
域
住
民
の
皆
様
方
の
思

い
と
願
い
は
十
分
理
解
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
本
件

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
　
　
　
　
平
成
10
年
に

要
望
書
が
針
摺
区
長
よ
り

提
出
さ
れ
、
国
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。
関
連
す
る
道
路
用

地
の
確
保
が
必
要
で
、
関

係
者
と
の
協
議
を
重
ね
て

き
た
が
、
一
部
の
用
地
確

保
に
至
ら
ず
、

平
成
17
年
に
事
業
中
止
を

決
定
し
た
。

　
　
　
本
年
３
月
か
ら
の

進
捗
状
況
は
。

教
育
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
の

拡
幅
に
限
定
せ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
解
決
の
糸

口
を
探
し
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
を

動
向
を
注
視
し
て
い
く

新
た
な
子
育
て
空
間
と
し
て

「
こ
ど
も
館
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

既
存
の
居
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

　
　
　
　
　
認
知
度
の
向
上
に
努
め
る

議
員
　
保
育
所
や
幼
稚
園

に
は
公
費
が
投
入
さ
れ
て

い
る
が
、
自
宅
で
子
育
て

し
て
い
る
家
庭
に
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
。

ま
た
、
就
学
前
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も

や
親
子
さ
ら
に
祖
父
母
を

含
む
保
護
者
ら
が
気
軽
に

本
を
読
ん
だ
り
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
で
き
る
新
た

な
子
育
て
空
間
の
創
設
が

必
要
と
思
う
が
、
こ
ど
も

館
を
設
置
し
て
は
い
か
が

か
。

環
境
経
済
部
長
　
自
宅
で

子
育
て
さ
れ
て
い
る
家
庭

へ
の
支
援
は
、
一
時
保
育

事
業
の
他
、
赤
ち
ゃ
ん
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

や
産
後
ケ
ア
事
業
が
あ
る
。

こ
ど
も
館
の
設
置
は
、
近

隣
の
児
童
館
の
視
察
を
行

い
、
子
ど
も
の
居
場
所
に

関
す
る
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
既
存
の

居
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
や
認
知
度
の
向
上
に
努

め
る
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
つ
い
て

議
員
　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
と
は
、
大
量
な
デ
ー
タ

か
ら
有
益
な
情
報
や
洞
察

を
引
き
出
す
言
葉
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
質

問
や
相
談
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
入
力
す
る

と
瞬
時
に
Ａ
Ｉ
が
答
え
を

提
示
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。

　
東
京
都
な
ど
の
先
進
自

治
体
は
す
べ
て
の
部
署
を

対
象
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
導
入
し
業
務
の
効
率
化

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
社
会

に
対
応
し
て
行
く
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
た
人
材

の
育
成
が
重
要
に
な
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
を
活
用
し
た
市
独
自

の
施
策
立
案
に
つ
い
て
、

様
々
な
統
計
デ
ー
タ
の
中

か
ら
本
市
特
有
の
事
象
を

抽
出
し
分
析
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

　
自
治
体
D
X
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
仕
事
の
仕

方
や
組
織
・
人
事
の
仕
組

み
等
、
変
革
が
必
要
に
な

り
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
、
求
め
ら
れ
る
取

り
組
み
だ
が
、
市
長
の
思

い
は
。

環
境
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
手

段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
人
材
育
成
と
組
織
作
り

に
努
め
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
市
民
が
住
み

よ
さ
を
実
感
で
き
る
街
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

坂口 勝彦
（公明党）

田中 允
（－）

教
育
予
算
の
拡
充
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

３
件
の
意
見
書
を
国
へ
提
出

概
要

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見
書

第
９
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見
書

意見書（抜粋）

「
意
見
書
」
と
は
？

　
意
見
書
と
は
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
議
会
は
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
要
望
し
、
議
会
と
し
て
の

考
え
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　教育の機会均
等と水準の維

持向上を図るため
、義務教育

費国庫負担制度の
堅持ととも

に教育予算の拡充
を図るこ

と。

２　中学校・高等
学校での35人

学級を早急に実施
すること。

　　　
　　　　　　　　他

２項目

　
学
校
現
場
で
は
、
貧
困
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
解
決

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
保
証
す
る
た
め
の
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時

間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。
よ
っ

て
、
国
に
対
し
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
に
つ
い
て
の
認

識
を
促
し
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
請
す

る
も
の
で
す
。

概
要

　
現
在
、
地
方
公
共
団
体
に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、

子
育
て
施
策
、
地
域
活
性
化
対
策
、
多
発
す
る
大
規
模
災

害
へ
の
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
２
０
２
４
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方

財
政
の
検
討
に
あ
た
り
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も

り
、
地
方
財
政
の
確
立
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
す
。

概
要

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
本
人
や
、
介

護
を
担
う
家
族
、
支
援
者
に
と
っ
て
欠
く
事
の
出
来
な
い

制
度
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
の
介
護
保
険
制
度

第
９
期
の
法
改
正
に
お
い
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
負
担
増
を
行
わ
ず
、
原
則
１
割
負
担
の
維
持
や
、
要

介
護
１
及
び
２
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
支
援
事
業
へ
の

移
行
は
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

意見書（抜粋）

1　社会保障の維持
・確保、人へ

の投資も含めた地
域活性化、

デジタル化、脱炭
素化、防

災・減災、物価高
騰対策、地

域公共交通の再構
築など、増

大する地方公共団
体の財政需

要を的確に把握す
るととも

に、それを支える
人件費を重

視し、十分な地方
一般財源総

額の確保をはかるこ
と。

　　　　　　　　他
９項目

意見書（抜粋）

１　様々な経済状
況に鑑み、介

護保険サービス利
用料につい

ては負担増を行わ
ず、原則１

割負担を維持するこ
と。

２．地域支援事業
の体制が必ず

しも十分でない現
状から、要

介護１及び２の介
護サービス

の地域支援事業へ
の移行は行

わないこと。

　　　　　　　　他
２項目

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長
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本
年
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
全
世
代
へ

努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
警

察
庁
に
よ
れ
ば
２
０
２
１

年
の
自
転
車
事
故
件
数
は

前
年
よ
り
２
０
２
１
件
増

加
し
て
い
る
。
死
亡
事
故

の
約
６
割
が
頭
部
に
致
命

傷
を
負
っ
て
い
る
。
今
後
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
が

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か

が
注
目
さ
れ
、
自
転
車
に

乗
る
上
で
の
ル
ー
ル
遵
守

も
大
切
で
あ
る
。
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
と
自
転
車
安
全

利
用
の
普
及
啓
発
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
　
　
　
普
及
啓
発
は
、

交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡

県
県
民
運
動
本
部
で
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

を
交
通
安
全
運
動
の
重
点

目
標
と
し
て
お
り
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
は

じ
め
、
警
察
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
　
　
自
転
車
利
用
者
全

体
の
安
全
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
重
要
性
を
考
え
る
。
本

市
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

補
助
事
業
を
検
討
し
て
は
。

教
育
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
補
助
制
度
の
導
入
は
、

現
時
点
で
は
検
討
し
て
な

い
が
、
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

「
国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
の
道
路
整
備
を
求

め
る
」
要
望
書

　
　
　
本
年
３
月
定
例
会

で
、
請
願
書
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
、
６
月
定
例

会
で
も
会
派
代
表
質
問
で

問
わ
れ
た
「
市
と
し
て
も

地
域
住
民
の
皆
様
方
の
思

い
と
願
い
は
十
分
理
解
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
本
件

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
　
　
　
　
平
成
10
年
に

要
望
書
が
針
摺
区
長
よ
り

提
出
さ
れ
、
国
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。
関
連
す
る
道
路
用

地
の
確
保
が
必
要
で
、
関

係
者
と
の
協
議
を
重
ね
て

き
た
が
、
一
部
の
用
地
確

保
に
至
ら
ず
、

平
成
17
年
に
事
業
中
止
を

決
定
し
た
。

　
　
　
本
年
３
月
か
ら
の

進
捗
状
況
は
。

教
育
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
の

拡
幅
に
限
定
せ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
解
決
の
糸

口
を
探
し
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
を

動
向
を
注
視
し
て
い
く

新
た
な
子
育
て
空
間
と
し
て

「
こ
ど
も
館
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

既
存
の
居
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

　
　
　
　
　
認
知
度
の
向
上
に
努
め
る

議
員
　
保
育
所
や
幼
稚
園

に
は
公
費
が
投
入
さ
れ
て

い
る
が
、
自
宅
で
子
育
て

し
て
い
る
家
庭
に
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
。

ま
た
、
就
学
前
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も

や
親
子
さ
ら
に
祖
父
母
を

含
む
保
護
者
ら
が
気
軽
に

本
を
読
ん
だ
り
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
で
き
る
新
た

な
子
育
て
空
間
の
創
設
が

必
要
と
思
う
が
、
こ
ど
も

館
を
設
置
し
て
は
い
か
が

か
。

環
境
経
済
部
長
　
自
宅
で

子
育
て
さ
れ
て
い
る
家
庭

へ
の
支
援
は
、
一
時
保
育

事
業
の
他
、
赤
ち
ゃ
ん
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

や
産
後
ケ
ア
事
業
が
あ
る
。

こ
ど
も
館
の
設
置
は
、
近

隣
の
児
童
館
の
視
察
を
行

い
、
子
ど
も
の
居
場
所
に

関
す
る
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
既
存
の

居
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
や
認
知
度
の
向
上
に
努

め
る
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
つ
い
て

議
員
　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
と
は
、
大
量
な
デ
ー
タ

か
ら
有
益
な
情
報
や
洞
察

を
引
き
出
す
言
葉
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
質

問
や
相
談
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
入
力
す
る

と
瞬
時
に
Ａ
Ｉ
が
答
え
を

提
示
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。

　
東
京
都
な
ど
の
先
進
自

治
体
は
す
べ
て
の
部
署
を

対
象
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
導
入
し
業
務
の
効
率
化

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
社
会

に
対
応
し
て
行
く
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
た
人
材

の
育
成
が
重
要
に
な
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
を
活
用
し
た
市
独
自

の
施
策
立
案
に
つ
い
て
、

様
々
な
統
計
デ
ー
タ
の
中

か
ら
本
市
特
有
の
事
象
を

抽
出
し
分
析
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

　
自
治
体
D
X
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
仕
事
の
仕

方
や
組
織
・
人
事
の
仕
組

み
等
、
変
革
が
必
要
に
な

り
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
、
求
め
ら
れ
る
取

り
組
み
だ
が
、
市
長
の
思

い
は
。

環
境
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
手

段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
人
材
育
成
と
組
織
作
り

に
努
め
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
市
民
が
住
み

よ
さ
を
実
感
で
き
る
街
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

坂口 勝彦
（公明党）

田中 允
（－）

教
育
予
算
の
拡
充
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

３
件
の
意
見
書
を
国
へ
提
出

概
要

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見
書

第
９
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見
書

意見書（抜粋）

「
意
見
書
」
と
は
？

　
意
見
書
と
は
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
議
会
は
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
要
望
し
、
議
会
と
し
て
の

考
え
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　教育の機会均
等と水準の維

持向上を図るため
、義務教育

費国庫負担制度の
堅持ととも

に教育予算の拡充
を図るこ

と。

２　中学校・高等
学校での35人

学級を早急に実施
すること。

　　　
　　　　　　　　他

２項目

　
学
校
現
場
で
は
、
貧
困
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
解
決

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か

な
学
び
を
保
証
す
る
た
め
の
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時

間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。
よ
っ

て
、
国
に
対
し
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
に
つ
い
て
の
認

識
を
促
し
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
請
す

る
も
の
で
す
。

概
要

　
現
在
、
地
方
公
共
団
体
に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、

子
育
て
施
策
、
地
域
活
性
化
対
策
、
多
発
す
る
大
規
模
災

害
へ
の
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
２
０
２
４
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方

財
政
の
検
討
に
あ
た
り
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も

り
、
地
方
財
政
の
確
立
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
す
。

概
要

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
本
人
や
、
介

護
を
担
う
家
族
、
支
援
者
に
と
っ
て
欠
く
事
の
出
来
な
い

制
度
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
の
介
護
保
険
制
度

第
９
期
の
法
改
正
に
お
い
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
負
担
増
を
行
わ
ず
、
原
則
１
割
負
担
の
維
持
や
、
要

介
護
１
及
び
２
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
支
援
事
業
へ
の

移
行
は
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

意見書（抜粋）
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の投資も含めた地
域活性化、

デジタル化、脱炭
素化、防

災・減災、物価高
騰対策、地

域公共交通の再構
築など、増

大する地方公共団
体の財政需

要を的確に把握す
るととも

に、それを支える
人件費を重

視し、十分な地方
一般財源総

額の確保をはかるこ
と。

　　　　　　　　他
９項目

意見書（抜粋）

１　様々な経済状
況に鑑み、介

護保険サービス利
用料につい

ては負担増を行わ
ず、原則１

割負担を維持するこ
と。

２．地域支援事業
の体制が必ず

しも十分でない現
状から、要

介護１及び２の介
護サービス

の地域支援事業へ
の移行は行

わないこと。

　　　　　　　　他
２項目

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長
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日時：令和５年11月19日（日）
　　　14：00～15：30（受付開始13：30）
会場：議場（市役所６階）
　　　御笠コミュニティセンター
　　　筑紫南コミュニティセンター
　　　※会場にお越しの方は事前申し込み不要です

オンライン：　
　　　※オンライン参加の方は
　　　　 事前申し込みが必要です

プログラム

①決算審査・各常任委員会報告
　＆質疑応答…30分
　議会だより（11月1日号）をもとに報告します
②意見交換会…60分
　皆さんのご意見をお聞かせください

オンライン申込方法
・Ｗeb申込
（ＱＲコード）
・メール

お問い合わせ
筑紫野市議会事務局（市役所6階）
〒818-8686　筑紫野市石崎一丁目1番1号
TEL：092-923-1111（代表）
FAX：092-923-9611
Ｅメール：gikai@city.chikushino.fukuoka.jp

議会って何をしているの？
そんな疑問にお答えするため、
筑紫野市議会の活動を皆様にご報告する議会報告会と、
皆様からの声を議会活動に反映させるための意見交換会を開催します。
たくさんのご意見をお聞かせください！

申し込まれた方にＩＤ・パスワードを
送信いたします
申込期限　11月10日（金）まで
※当日は15分前より入室できます

児童・生徒・学生の
皆様の参加も
大歓迎です。

　市議会では、第六次総合計画の検証を行うとともに、市政全般にわたる市民のニーズや課題を踏まえ、本市
が進むべき方向性を検証し、市民のための未来を見据えた計画となるよう本年6月に第七次総合計画検討協議会
を立ち上げました。協議会では、議員のワークショップなどを通して内外情勢も踏まえながらあらゆる角度か
ら調査、検討を行い市民の視点に立った総合計画とするため、総合的に議論を重ね、8月には計画において、7
つの政策を定め、6つの施策を重点的に取り組むよう「提言書」を議長から市長に提出しました。
　12月議会では、第七次総合計画の基本構想及び基本計画を審議する予定です。

第七次筑紫野市総合計画に関する提言書を提出

提言内容（抜粋）

提言

子ども館の設置 
地域コミュニティによるまちづくりの深化
　～地域包括ケアシステム・地域共生社会の推進とともに～
地域公共交通の充実
公共施設の老朽化に伴う財政計画の確立
ふるさと納税の推進～地場産業の育成と活性化～
カーボンニュートラルの推進

　市議会では、少子高齢化や運転免許証を返納する高齢者の増加を踏まえ、今後の地域公共交通に関する調査
研究及び協議を行うため、本年7月に協議会を立ち上げました。
　現在、議員のワークショップなどを通して地域の現状・問題点を分析し、地域公共交通に関する取り組みを
さらに促進するため、あらゆる角度から調査、検討を行い、議論を重ねています。

地域公共交通検討協議会を開催

議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。議会を見る 日記Facebook

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員（配偶者、
被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに前年１年間の収入、
贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を８月３日に意見書として受け取りましたので、
お知らせします。
　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２０人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１９人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６４人

審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
明白な誤記、不正確な記載等についての確認、差し替え及び訂正または口頭での説明ならびに報告書の
一部の欠落についての追加提出は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

重点施策1
重点施策2

重点施策3
重点施策4
重点施策5
重点施策6

筑　紫　野　市　議　会

第14回議 会 報 告 会
意
見
交
換
会
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　先の統一地方選挙からあっという間に半年が経ち、新体
制の議会も広報委員会も、関係性の深まりと共に交わされ
る意見が活発化してきています。
　９月議会では決算審査があり、また、全議員体制で地域公
共交通の検討や、第七次総合計画の協議が行われました。
　今後も、「チーム議会」を掲げる筑紫野市議会議員22名
全員の意見を市政に反映し、それをしっかり周知できるよう
努めてまいります。　　　　　　　　　　　　（赤司祥一）

編集後記広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員

西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

・教育予算の拡充等を求める意見書について
・地方財政の充実･強化に関する意見書について
・第９期介護保険制度改正に関する意見書について

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問一般質問常任委員会 常任委員会 

本会議最終日

本会議

本会議 予算審査
常任委員会 常任委員会 

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。

９月定例会 審議結果（８月３１日～９月２６日）　

条　　例 ・・・・・

補正予算 ・・・・・

・・・・・

発　　議・・・・

５件

５件

３件

決　　算・・・・

専決処分・・・・・

（原案可決）

（原案可決）

（認定）

（承認）

１３件

１件

そ の 他・・・・・ （原案可決）１件

・各種委員会のインターネット中継実施に関する
　陳情の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・筑紫野市内のヤングケアラーを早急に救済して
　頂きたい件

報　　告・・・・・ ３件

陳　　情・・・・・ ２件

・人権擁護委員　鬼木 寛治 氏、池田 正歩 氏 ・財産（物品）の取得について

請　　願・・・・・ １件
・教育予算の拡充等に関する請願

人事案件 ２件（同意）

※変更する場合があります。

令和５年１２月定例会

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・１２月定例会の請願及び陳情の受付は１１月２４日（金曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

筑紫野市・太宰府市合同総合防災訓練


